﻿姉は言った「家族の事は考えたりしないの？」
山田「ふっふっふ。あのですね、私は、心臓がもう、老人の心臓になっているんです。つまりですが、なりません。私は既に死んでいます。イケる屍なんです。そういう人は親の事など考えません。」親と神に呪われているとしか言い様が無い。
姉「Tomorrow。」
山田「Tomorrowが無い・・・。」
姉「私に甘えていいのよ。」
山田「頭撫でて下さい。」山田は頭撫でて貰った。山田は言った。「ナルホド。ところで、私は親の元に帰る気は無い。」
姉「無いんだ。」
山田「そうだ。相手が拒否しているからな。」
姉「救済者の顔した悲観主義者が笑う。」
山田「別に悲観主義じゃないさ、事実を述べているまでだ。」
姉「私が家族になってやろうか」
山田「家族って何するの？ デュエルしようぜ。」
姉「そうだな。真面目なのだったらいいよ。自分召喚は心臓に負担かかるからね。」二人がデュエルして遊んでいると、えーっと、王と友達がやってきた。友達は言った。
「おう、山田、楽しそうでは無いか。」
山田「まあね。」心臓常に痛いので、楽しいって事はない。何をしても楽しくはない。ただ痛いだけである。「Its time to fall, Its time to say goodbye I wish you are gone, I wish you are All dead。」
友達「そんな事言っていると友達やめるよ。」
山田「クソ・・・」窮すればクソだ。金浪費して死んで逝こう。パンドラの箱は既に開かれているが、箱の底に希望は残ってなかった。なんで希望あるんだろう？ 無いじゃないか。何処に希望あるんだ？ ま、ファイザーワクチンすすめるなら、もっと被害者が出るだろうさ。さて、友達は言った。
「姉さん、何をしていたんですか？」
姉「デュエルモンスターズしていたんだ。」
友達「へー。デュエモンねー。」
山田「興味あるのか？」
友達「紙でやる気は起きないな。」かさばるので。
山田「想像で出来るよ。とりあえず通常モンスターを出す。」
友達「ああ、安上がりでいいな。」さて、山田は、ある日別の友達に会っていた。その友達は言った。
「何か言いたい事があるんじゃないのか？」
山田「いや特にはない。」
友達「例えば、誰かと対戦しに行くとか。」
山田「それはやりたいと思っていた。私とデュエルしたがっている奴がいるとは聞いている。」
友達「それは何処にいるんだ？」
山田「隣の隣の街にいるんだ。」
友達「では行こうじゃないか。」
山田「それがそうも行かないんだ。あなたにもわかるはずだ。」
友達「確かに、隣の隣の街と、我々の街とは、街交がない。」がいこう。「違法に行くしかない。」
山田「違法に行く気はない。ところでだ、私の知り合いに、・・・という人がいるんだが、その人のお母さんが、植物人間状態になっているんだ。」
友達「なんでだ？」
山田「理由は判然としないが、医者がいうには、心臓が爆発したらしい。」
友達「へー。そうか。」
山田「心臓が一定時間停止したので、脳に酸素が回らなくなり、そのまま植物人間状態になったそうだ。」
友達「理由わかってるやん。」
山田「いやいや、何故心臓が停止したのか、その原因が謎らしい。」
友達「役に立たない医者だな。」
山田「そうだけど、心臓が停止したせいだって、わかったところまでは、偉いと思う。」
友達「そういう見方も出来るか。毒殺されたんじゃないか？」
山田「医者はそういう事はわからないと言っている。警察じゃないからな。」
友達「警察はなんて言っているんだ。」
山田「警察は捜査してないらしい。」
友達「なんだ。」
山田「そうだ。」
友達「ああそういえば、本人が言っていたんだが、私とデュエルしたがっている奴が言っていた。彼が、私の知り合いの母親の、心臓を停止させたらしい。」
友達「どうやったんだ？」
山田「魔法を使ったそうだ。」
友達「冗談じゃないのか？」
山田「魔法とか薬とか、ありとあらゆる手段を使って、一瞬心臓を止めてみたらしい。」
友達「そこまで一瞬止めるのに努力するとか。」
山田「そうだな。まあ本当かどうか知らないけど・・・。」
友達「何故普通に殺さなかったんだ？」
山田「その事だけ話して、あとは、デュエルしようって言って、どっかに行ってしまったから、あとの事はわからない。」
友達「変な人だな。」
山田「変な人だと思うが、事実だったら私は一体どうすればいいんだろう。」
友達「スルーすればいいじゃないか。」
山田「デュエルしないと殺すとも言われたんだ。」
友達「変な人だな。」原作の遊戯王に、デュエルで負けたら殺すって言っている人いた気がする。グールズのメンバーには、そういう人が多かった。「ところで、野菜ジュースがある。飲まないか？」
山田「野菜ジュースか。パイナップルジュースは無いのか？」山田はパイナップルジュースを飲んだ。さて、モブの人が言った。
「ところで山田、友達、その、山田の知り合いってのは、どんな人なんだ？」
山田「どんな人と言われてもな。空を飛ぶのが好きな人だ。」
モブ「空を飛ぶのが好き？ どうやって飛び降りるんだ？」
山田「魔法を使い、背中に翼を生やして飛ぶらしいが、スカイダイビングも好むらしい。」
モブ「窓から飛び降りるとかじゃなくて？」
山田「ハングライダーも使うらしいぞ。」
モブ「あらゆる方法で飛ぶ訳だな？」
山田「ああ。」
モブ「ふうん。」
山田「そういえば、その人は、私とデュエルしたがっている人に、捕まっていたんだが、デュエルで勝ったので、返して貰ったんだ。」
モブ「へー。素直に応じたんだ？」
山田「ああ。でも言っていた、次デュエルする時は、必ず勝って見せる。そして、その女を必ずこちらの手の内に取り戻して見せる。だってさ。」
モブ「へー。そうなんだ。ところで捕まっている間、その人はちゃんと飛ばせて貰っていたのか？」
山田「当然座敷に幽閉されていた。飛べる訳がない。」
モブ「魔法で脱出しなかったのか？」
山田「魔法が効かない牢屋に入っていたそうだ。なにせ敵も魔法使いだからな。」
モブ「そうか。」友達は言った。
「ところで、あなたたちは、以前役に立ってくれた。我々が、街交の無い、隣の隣の街に潜入する時、あなたたちは、囮をやってくれた。」
モブ「そういえばそうだったな。」
友達「そういう事だ。だから今は野菜ジュースを飲むんだ。」モブは野菜ジュースを飲んだ。さて、もう一人のモブが来た。彼は、女を二人連れていた。彼はその女２名に言った。
「私は隣の隣の街に行ってきて、対戦してきたんだ。」
女「ナルホド。デュエルしたのか？」
モブ「まずデュエルから始めた。」
女「お前どんなデッキ使っているんだ？」
モブ「んーとねー、これに関しては、詳細な説明は出来ないな。」私が今使っているデッキは、不完全なライトロードである。じゃじめんと・フォースから入手出来る少量のライトロードに、予想外３枚入れて、フォーチュンレディエヴァリーと、クインテット出すというデッキ。それだけ。モブがどんなデッキ使っていたかは不明である。「とにかく、デュエルでは勝利したんだ。」
女「デュエルしたあと、魔法で勝負したんだな？」
モブ「いや、最終的には、魔法勝負する事になるんだが、その前に、人々が目覚めてしまったので、その人々全員を、デュエルで倒さなきゃいけなくなったんだ。」
女「何回対戦したんだ？」
モブ「１００人くらいいたから、１００回くらい。」
女「勝率は？」
モブ「五割くらいだな。」
女「負けたあと、ボコられなかったのか？」
モブ「なんか、優しい連中だったから、勝率が３割を超えているので、お前の勝利とみなしてやろうって言っていた。」
女「ラッキーだったじゃないか。」
モブ「最後には、一人の男が現れたんだが、彼は言った。「私はカードを持っていない、魔法で勝負と行こうぜ。」私は魔法に自信がないのだが、何故か勝てた。」
女「そっか。何故勝てたんだろうな？」
モブ「理由は判然としない。相手が手加減したのかも知れない。」さて、友達は言った。
「私もその大会に出場していたんだ。そして、チームは結果的に勝利を収めた。私の事も褒めて下さい。」
女「良かったね。ところで大会って？」
友達「当然デュエルの大会さ。」
女「あなたは何人倒したの？」
友達「１００人くらい。チームで相手したから、一人でどの程度倒したかの正確なデーターはわからない。」
モブ「さっきの１００人の意味だよ。」
友達「全員で戦って、１００人と戦って、勝率は五割くらいだったんだ。」
女「さほど大した事無いな。」
友達「いや、五割でも立派な勝率なんだよ。」
女「そういや、お前らに、料理作ってきたんだ。一緒に食べようよ。」
友達「いいよ。」さて、料理がテーブルに並べられ、野菜ジュースも添えられた。さて、もう一人のモブは、会場設営をしていた。モブは言った。
「おや、山田さんじゃないですか。」
山田「おや。モブさん。おはよう。」
モブ「昨日君に会おうと思ったんだが、その時君は寝ていたんだ。」
山田「悪いね。睡眠を暫くとってなかったものだから、つい寝てしまった。」
モブ「いや、今日こうして起きて活動しているみたいだから、安心した次第です。」さて、もう一人のモブは言った。
「私の武勇伝を聞きたい奴は、誰かいないのか？」


さて、そんなモブたちを、高い場所から、見物している、モブたちがいた。モブは言った。「おや、あそこに、山田の友達がいるね。彼は困った奴だよ。なぜなら、彼は、私をガールフレンドだと認めているはずなのに、他の女とすぐ、仲良くしようとするからね。」
友達「そうだな。ま、それは普通の友達付き合いなんじゃないのか？ あまり気にしない事だ。」
モブ「んー。それならいいんだが。」
友達「しかし、お前は、彼とセックスした事でもあるのかね。」
モブ「ある。」としておく。「彼はただ単に社交的なだけだという見方もあるかも知れない。しかし、下心満載の可能性もある。困るだろう？」
友達「確かに、やられまくるのは困るな。梅毒的な意味合いで。」
モブ「そうだ。わかってくれて何よりだ。ところで、私の視力で見ているとわかったんだが、あなたの友達も、あそこに参加していたぞ。山田の事だが。」
友達「山田がどうかしたのか？」
モブ「お前も参加しなくていいのか？」
友達「乱交パーティーにか？」
モブ「変な事言うなよ。アレはただの健全な、野菜ジュースのパーティーじゃないか。」
友達「何言っているんだ。あのあと寝室で、酒池肉林を行うんだろう。」
モブ「だから参加しないと。」
友達「ああ。」
モブ「・・・おや？ ・・・の姿が見えるな。」
友達「誰だ？ ・・・って。」
モブ「モブだ。彼女は、著名人が好きらしい。」
友達「ふうん。」
モブ「山田も最近手柄をあげ始めている。」
友達「山田の勝手じゃないか。そういうのは。」
モブ「そうか。」
友達「しかし、山田の奴、単なるコミュ障だと思っていたのに、私の事をほっておいて、男女共仲よくしているらしいじゃないか。やはり肩書という訳か。」
モブ「確かにそうかも知れないな。」さて、もう一人のモブは言った。
「ところでさ、モブには、あそこに見える、ボーイフレンドもどきがいる。」
モブ「モドキじゃなくて、本物のはずなんだけどなぁ。」
モブ「さっき、ヤッタって言っていたから、あるいは本当なのかも知れない。しかし、あなたにはいない。」モブは、友達に言った。友達は答えた。
「確かにその通りだ。」
モブ「いなくていいの？」
友達「そうだなぁ。私はいつも女子と過ごしているから、男性の友達が出来ないのは当たり前の事だ。仕方の無い事だ。」
モブ「作ろうか。」
友達「そうだな。」
モブ「私が教えてやろう。」さて、彼女は、友達と、もう一人のモブを、自室に連れて行って、教授した。彼女はこう説明した。「私の理論だと、下着は露出度が高い方がいい。わかったか？」
友達「いや、衣服を脱ぐ段階にまだなってないから、下着関係ない気がするが・・・？」
モブ「ナルホド。そういう事もあるか・・・」
モブ「そうだろう？」
友達「私はそういう段階になっていないんだが・・・」
モブ「それは自力でどうにかしてくれ。」
友達「丸投げか。」


さて、ある日山田は、フラフラをさまよっていた。山田はある建物に入った。そこには、おそらくは山田の知り合いがいた。今までの固有名詞；
・モブ
・山田
・友達
・知り合い


四種類。山田は知り合いに挨拶した。「平安あれ。」知り合いは答えた。
「平安あれ。」
山田「暇か？」
知り合い「いや、暇では無い。本を読んでいたんだ。」
山田「あれ？ スカイダイビングはどうしたんだ？」
知り合い「金がかかるから、そんなにしょっちゅうは出来ないぞ。」
山田「ナルホド。」
知り合い「お前は何しに此処に来たんだ？」
山田「暇だから散歩していたら、暑いので、ひんやりした建物に入った次第だ。」
知り合い「そうか。ところで、私のお母さんは今、隣街の、治療室にいるんだ。」
山田「そうだったか。」
知り合い「山田、暇だったら一緒に読書しようぜ。」
山田「何の本だ？」
知り合い「慣用句の例文だ。」
山田「どんなものがあるんだ？」
知り合い「取り返しのつかない事をしてしまった時の慣用句だ。」
山田「Wrachted Fate, At the point no return じゃないか。」
知り合い「ああ。ナルホドね。ところで山田、山田には両親はいないって噂を聞くけど。」
山田「両親には捨てられたんだ。」
知り合い「そうなんだ。」
山田「ああ。」
知り合い「何処にいるんだ？」
山田「遠い街にいて、そこには戻る事は出来ない。」
知り合い「そうなのか。」さて、山田と知り合いは、暫く本を読んでいた。


さて、友達は、モブと会話していた。モブは言った。「変な格好ですね。」
友達「いや、先生はこの服装がいいって言うのさ。」
先生「そうだ。」
モブ「はぁ。あなたが指導したんですか。」
先生「そうだ。」
友達「普段からこの服装する事にしよう。」
モブ「仮装しているみたいに見えますけどね。」
友達「仮装。日常に仮装を取り込む事が、この計画の肝なんだ。多分そうなんだろう。先生。」
先生「そうだな。服装はおもろくなきゃいけない。」
モブ「そういえば、今、山田は何処にいますか？」
友達「ああ。街にいるんじゃないのかな。」
モブ「ちょっと山田に会ってきます。ところで、以前私はあなたに、服を借りる約束をしていました。服貸して下さい。」
友達「ああ。確かにそういう約束だったな。」友達は、沢山衣類を持っていた。さて、モブは、衣服を借りた。そして着てみた。モブは言った。
「いいじゃないか。この服。」
友達「それは良かったね。」ところでこの服は、上下一体型である。「ところで、随分と、胸が見えるデザインを選んだ、おや？ 違うな。それは私の服だったな。」
モブ「そうですね。あなたの服です。」
友達「では出かけてこい。」
モブ「はい。」モブが出かけていくと、山田がいた。山田は、友達の家に行く途中だった。モブは山田に言った。
「やあおはよう山田。」
山田「おや。モブじゃないか。」
モブ「そうだな・・・何処行くんだ？」
山田「友達の家に行くところなんだ。」
モブ「ふむ。あなたは街に出かけていたと聞いたんだが。」
山田「いや、そうではない。こちらの知り合いと、本を読んでいたところだ。」
知り合い「こんにちわ。」
モブ「こんにちわ。」
山田「友達のところへ行こうって話になったんだ。」
モブ「そうか。では仕方ないな。私も戻るとしようか。」３人は、友達の家に戻った。友達は、奇抜な格好でそこにいた。友達は山田に言った。
「おー。山田じゃないか。」
山田「やあ友達、変わった服装だね。」
友達「ん？ あなたは今、知り合いと一緒にいるのか？」
知り合い「そうだ。」
友達「お前らが一緒にいるとは珍しいな。」
知り合い「一緒に本読んでいたんだ。」
友達「へー。山田、お前本なんか読むのか。」
山田「知り合いが見せてくれるって言うからさ。」
友達「そんなに読みたければ、私と読めばいいのに。」
山田「お前さん本なんか持っているっけか。」
友達「持ってないけど、図書館行けばええやん。」
山田「その格好で行くのか？」
友達「何言っているんだ。この格好カッコいいだろう。」
山田「まあ、あるいはそうかもしれんが。そういやモブ、その服、友達から借りたんだろう。サイズが合ってないぞ。」
モブ「そうだよ。」
友達「私をスルーするなよ。」
山田「どの程度構えばいいんだ？」
友達「おい山田、この服装貴族的だろう？」
山田「確かにヒラヒラしているあたりが貴族的だと思えない事はないが、私衣服は疎いので、どういうデザインなのか判然とせん。」
友達「この格好で私だけ目立ちつつ、４人で図書館行こうぜ。」
山田「おー。そうか。目立ちたいのかー。」さて、４人は図書館行ってから、図書館でデュエルをした。これは、デュエルモンスターズかというと、それほどでも無いかも知れないが、私はこの手のカードゲームは、デュエルモンスターズしか知らない。知り合いは言った。
「まあ、静かにやるならいいんだろうな。しかしさ、デュエルするなら、別に図書館じゃなくてもいいだろうに。」彼女は本を読んでいた。
友達「ｘｘ召喚、このカードは１ターンに一度、相手のフィールドのカードを一枚破壊し、相手に５００ポイントのダメージを与える。この効果を使うターン、このカードは攻撃宣言出来ない。」
山田「それで下級モンスターか。」上級と下級のバランスが悪いという、致命的欠陥を抱えている。山田は答えた。「ところでさ、ウィッチクラフトの脆弱性をまた見つけたんだけど、以前他のところで述べた事では、


・エーデルが弱すぎる。


が あったけど、他にもあって、これは最新版の脆弱性なんだけど、


・下級のウィッチクラフトは、リクルートする効果しか持っておらず、単体では戦う事が出来ない。


という脆弱性か虚弱性を持っている事に気づいた。そしてブロンズ・・・。だから、リンクスに関して言えば、
エーデル→リンクスの杏子で配布されて、ノーマル。チェンジシンクロンぐらいの入手難易度。
ピットレ→ウィッチーズソーサリーで、レア。
ジェニー→リンクス杏子を倒して手に入れて、レア。
コラボレーション→ノーマル。
デモンストレーション→ノーマル。
サボタージュ→レア。
シュミッタ→SR。
クラフトマスター→UR。でいいと思う。というのは、戦う能力あるの、クラフトマスターだけで、残りは全部リクルート効果なので、レア度低くて良い。そんな感じ。でもこっちでは、改造版の、エーデル使う訳だけどね。」
友達「どう改造されてるの？ 昼夜の大火事発動。」
山田「昼夜の大火事は、５回発動すると、相手のライフ０に出来る、太古のカード。まず上級ってそれだけで大変な事なんだよ。手札から本人を特殊召喚する効果は欲しいな。こうしておこう。


１．手札から魔法カードを一枚捨てて、このカードを手札から特殊召喚出来る。


で、まず出す。」
友達「それから？ もう魔法カード捨てる効果は使ってしまったようだけど。」
山田「上級なので、本人をリリースする効果はなるべく使いたくない。」
友達「て事はあるんだ。」
山田「リリース効果は、バトルフェイズ中に使える事にしておく。コストは本人が生贄になってしまうだけ。魔法カードコスト制は、既に行ったので。あるいはリリース効果ナシにするか。その場合、


１．このカードを手札から出す効果。
２．このカードを墓地から除外して使う効果。


２は本人除外じゃなく、本人を墓地からデッキに戻し、除外されたモンスターを、墓地に戻す効果にしておく。」
友達「フィールドで発動出来る効果は？」
山田「それを悩んでいるんだよね。手札から魔法使い族出せる効果にするかな。」
友達「現実それだと、魔法カード組み込んで置かなきゃいけないデッキと相性悪いけどね。」
山田「そうなんだよなぁ。やっぱりこうするかな、


１．手札から、モンスターカード一枚を、墓地に捨て、このカードを特殊召喚する。手札からってのは、手札から捨てるのと、手札から出すの２つの意味にかかっている。


で、とりあえず出す。」
友達「それで？ リバスカオープン、罠発動、このカードは、相手のモンスターカードを一枚破壊し、その攻撃力分のダメージを、相手に与える。」
山田「え？ それ強くないですか？？」
友達「強いよ。」ばきん。
山田「なーんてね、二枚目のエーデルがまだ手札にあるんだ。」
友達「お手並み拝見だな。」さて、墓地にはモンスターカードが溜まってきた。
山田「効果発動しよう。１ターンに一度、デッキか墓地から、魔法カードを一枚手札に加える。」
友達「おー。それは強そうな効果だ。」
山田「あとは墓地で発動する効果だから、特にはない。まああとは・・・コラボレーション使って、２回攻撃するかな。」
友達「それは弱いよ。」
山田「魔法カード強いカード無いんだもの。」
友達「ブラックホール。」
山田「自分まで破壊されるじゃん。じゃあサンダーボルト使う。」さて、山田はサンダーボルトを手札に加え、そして、相手のフィールドのモンスター破壊してから、ダイレクトアタックした。
友達「そろそろ終わろう。」
山田「そうだね。」楽しいデュエルの時間は終了した。ところで、炎王でブラックホール使ったら強い気がするぞ。実際は知らんけど。


さて、王がいた。王は別の街の王と会談をしていた。王は王に言った。「おや、王ではありませんか。」
王「いやいや、我々の会談は以前から決定していたじゃないですか。それを今更、おや。ではありませんか。というのは、いささか変に思えますが。」
王「そういえば、王は、この間、即位式を済ませたらしいですね。私よりもしかして若いのですか？」
王「秘密ですね。」
王「ほー。」
王「ところでですが、あなたはどういう神を信じていますかな。」
王「無宗教ですが。」
王「王なのに無宗教とはもったいない事ですな。王は宗教を利用する立場では無いのですか？」
王「あなたはどういう宗教なのですか？」
王「私には私の神がいます。あなたとは別の宗教となるでしょう。」
王「ほう。」
王「私の神は、毎日同じ時間に礼拝と、生贄を要求します。生贄は、肉とは限らず、パンとか、植物性のものでも構いません。」
王「ほう。ところで、生贄のパンとか肉が、食べられた事はあるのですか？」
王「無論あります。これは我々の間では、常識の事でして、もはやこれは奇跡ではなく、日常に過ぎません。我々の神はおおらかですので、無宗教者に、改宗を要求する事はありません。」
王「それは良かった。」
王「ところで、あなたは女性ですが、」
王「男性では確かにありませんね。」
王「お美しい方ですね。」
王「えーと、社交辞令ですね。」
王「んー。そう言われると・・・美しいの基準の人は結構多いので、まあ、社交辞令じゃない訳でもないな。」
王「社交辞令言いに会談しに来た訳でも無いでしょうに。」
王「そのとおりですね。ダンスの申し込みをしたいですね。」
王「・・・本気で言っているのか？ そいうのは、ダンス大会が開かれた時にやる事だぞ？」
王「冗談です。怒らないで下さい。」
王「あと私ダンス苦手なんだ。」
王「そうですか。まあでは一緒に食事する程度で。それはそれとして、会談が開かれた目的ですが、目的は新たなる戦争に向けた下準備です。」
王「戦争ですか。いい加減税金が足りなくて困っているのですが。」
王「Last for Blood, Blind Crusade, Apocaliptic We count the day、ですね。」
王「やる気ですか？」
王「そうですね。大日本帝国の魂を見せます。それは、無遠慮な拡大政策です。」
王「無遠慮・・・ネガティブなワードですね。」
王「無遠慮な拡大計画の理由はこうです。The Reason です。我々の街同士で、戦争があったじゃないですか、しかし、遠方の敵を攻める事で、我々の間での争いを無くす事が出来ると思うのですよ。」
王「私はそうは思いませんがね。」
王「あなたがそれを言うのはいささかおかしいですな。あなたは２回も戦争を最近引き起こしたでは無いですか。」
王「まあそうですがね。しかし私は他人には批判的なのですよ。それに、私の街財は尽きています。やりたいならあなたがただけでどうぞってところです。攻めるべき相手の街は決めているのですか？」
王「決めてます。」
王「何処ですか？」
王「・・・です。」
王「確かにその街は遠方だな。遠方に出征するには、また金がかかる。私は参加しない。」
王「何を言っているのですか。私はそんな言い訳を聞きに来た訳ではない。参加しろと言っているのです。」
王「なんだと。」
王「あなたの街は今街力が低下している。私の街の意見に従って貰おう。さもないと、経済封鎖を行うぞ。」
王「マジか・・・。」
王「とは言ったものの、まだ今は準備時期だ。というのは、圧倒的軍事力が必要だが、それがまだ揃ってない。」
王「その圧倒的軍事力とやらが揃えば、私の街は参加しなくても良くないか？」
王「違うな。あなたの街力を削っておかねば、反逆されると困るから行かせるだけだ。」
王「ただの嫌がらせかよ。」
王「重要な嫌がらせだ。ただの嫌がらせではない。とりあえず、その圧倒的軍事力は、我々が主導して揃えるが、頼んだらその時は協力してもらいたい。」
王「嫌だ。」
王「拒否権はない。」
王「ちっ・・・。ところでだが、街Aには、強力な魔法使いたちが住んでいるし、普段から軍事訓練を行っており、我々より勤勉である。あの連中を倒す事は、我々が束になっても難しい事だぞ。」
王「そうだな、だから今圧倒的軍事力の開発を進めているんだ。」
王「へー。どういう軍事力だ？」
王「爆発させて吹き飛ばす系な軍事力だ。」
王「核兵器か？」
王「核兵器は、土地が駄目になるから使いたくないな。あの土地には財宝が眠っていると言うんだ。お宝探しをしなきゃいけない。」
王「なら普通の爆弾か。」
王「まあそうだな。街Aを攻め滅ぼす前の、手順として、街Bを滅ぼす。ところで我々の街はこうなっているな？」


街A、・・・距離・・・街C、街B、街E、街D、街F。


王「あなたは街Dの住人という訳だ。そしてまず、街Bを滅ぼし、そこの王から、ある軍事兵器を奪い取り、我が物にする。さあ協力しろ。」
王「ちっ・・・」さて、彼女の選択肢は、ここで断って、街Bと結託して抵抗するか、であった。ただし、街Fとか、街Eの動向は不明であった。王は答えた。「そうだな、街Fとか街Eの動向が不明だ。つまりだが、お前の言う経済封鎖とやらが、本当に実現するとは限らない訳だ。もっとちゃんと経済封鎖の計画をねってから、私を脅す事だ、今は参加しないぞ。絶対に。」
王「そうだな。ちゃんと封鎖してやるから安心しろ。」
王「私もお前のところの国を封鎖する事にする。」
王「我々には神がついている。不可能だと思うが、やれるものならやってみろ。」
王「そうだな。街Fは、ほぼ我々の側の植民地の様なものだ。此処は協力するだろう。ではお前もお前の野望のために頑張るんだな。せいぜい。」さて、会談は終了した。


さて、山田と、友達はルームメイトであった。山田は友達より先に起きた。山田は友達に言った。「おや、友達、まだ寝ているのか。まあいいけど。」山田は、友達をほっておいて、顔を洗いにいった。そして洗った。さて、モブも同室にいた。モブは起きていた。モブは言った。
「まだ友達は起きてないんですね。」
山田「そうらしいな。」さて、二人が待っていると、友達は目覚めた。友達は言った。
「デッキの調子が悪い。」
山田「何が悪いんだ？」
友達「なんか、手札事故を起こすんだ。」
山田「えーっとねー。下級モンスターだけにしてみたらどうだ？」
友達「あとさ、魔法が使えなくなったんだ。」
山田「魔力切れたんじゃないのか？」
友達「多分手札事故を回避したら、魔法も使える様になる気がするんだよな。今デッキ調整するから待ってろ。」彼女はデッキを調整し始めた。さて、山田と友達は、友達のデッキ調整しながら、何度かデュエルしていた。すると、もう一人のモブがやってきた。モブは言った。
「おい山田、王がお前を呼んでいるぞ。」
山田「わかった。行こうか。」
モブ「友達も来いってよ。」
友達「今デッキの調子が悪いんだよなぁ。」遊戯王の漫画欲しいかも知れない。んー・・・。アニメ携帯で見るのむずいんだよなぁ。さて、さて、友達が立って行こうとすると、矢が窓を通り抜けて飛び込んできた。矢は、壁に刺さった。矢には、手紙が結わえてあった。友達は、手紙を取って読んでみた。その中には、カードが一枚同封されていた。友達は言った「このカードをデッキに入れて、勝負してみろだってさ。」
山田「そうか。どんなカードだ。」友達は、山田にカードを見せた。山田は答えた。「へー。使えそうなカードじゃないか。」
友達「そうだね。デッキは１から組み直してみるか。」デッキを組む前に、王に謁見しなければいけない。友達たちは、トロッコに乗った。そしてレバーを倒すと、トロッコは発進した。トロッコは、レールを伝って移動していく。その先に王の住居がある。さて、山田たちが、トロッコで移動していると、ローラースケートで走っている、知り合いとモブがやってきた。知り合いは言った。
「王に謁見するんだって？ 山田。私も混ぜろ。」
山田「王が良ければいいんじゃないの？」さて、王は言った。
「強力なモンスター効果を備えている、知り合いがいるそうだな。そいつを召喚しろ。」
山田「ああ。そういう要件ですか。自分でやればどうですか？」
王「お前らは知り合いとか、友達らしいから、お前らが頼んだ方がすんなりいくと思ったんだ。私だと、完全に力づくになって、あるいは不可能かも知れないからな。相手のモンスター効果故に。」
山田「気が進まない。」
王「王の命令だぞ。効果発動、相手のコントロールを得る。」
山田「わかりました。」山田の効果とか、王の効果とか数値とか、いちいち覚えてないが、コントロール奪取だけは覚えている。
友達「くっ・・・強引な王め！」
王「死者蘇生発動！ 私を蘇生する、そして、私をリリースし、効果発動、お前のコントロールを得る。さあ、いくんだ友達。」
友達「は。王のみ心のままに。」さて、王は、死者蘇生や、強欲な壺を連発して、そこにいた連中すべてのコントロールを奪ってしまい、彼ら彼女らを、強力なモンスター効果を持つ人の説得に向かわせた。コントロール奪取したあとは、多分エクシーズ素材にしたものと思われる。


さて、別の街の王がいた。此処は街Bである。Bの王である。ロクな王がいないと思うが、この王はどうであろうか。モブは王を見て言った。
「王だな。」もう一人のモブが言った。
「そうだな。」
「ところで、最近、・・・が、いたらしいぞ。」
「・・・か、ナルホド。・・・というと、Aの街の、よく鍛錬された魔法使いに対する名称だな。」
「そうだ。」
「王は今何やっているんだろうな？」
「わからない。ただ、・・・が、この建物に出入りしているそうだ。」
「ナルホド、つまり、此処は、・・・の為の場所なんだな。」
「そういう事なんだろうな。」


さて、中には王がいた。王には妻がいた。妻は言った。「此処暑いな。」
王「温室が暑いのは当たり前だろう。」
「なんで温室なんか作っているんだ？」
王「なんか、・・・が、此処で実験したい事があるそうだ。私にはよくわからん。」
妻「・・・か。まあいいけど。」さて、・・・が来た。これからは彼の事は、モブと呼ぼう。他のモブと同じである。モブは言った。
「低予算で出来上がる、軍事兵器が完成したで。」
王「そうだな。このロボットは、一体何円で作ったんだ？」
モブ「一個１０万の予算で作れた。」
王「ところで、何故温室で作る必要があるのさ。」
モブ「外気温が高い状態じゃないと駄目なんだ、魔法の関連でな。」
王「ああ。今はミニサイズらしいな。」
モブ「そうだ。戦時には、巨大化する。そうだな、だいたい１００ｍくらいの高さにまで大きくなりよる。」
王「予算は１０００万円くらいまでだ。」
モブ「そうか。では、１００個作れる訳だな。ま、お前に勝利があればいいと思うがな。」
王「よっしゃ。実戦で試す事にしよう。信頼しているぜ。」
モブ「いや、一度上手くいくか、全てに対しテストを行う。上手く動かない可能性もあるからな。」
王「広いスペースが必要だな。」
モブ「広場があるじゃないか、そこで巨大化させてから、動作の検証を行う。」さて、行った。「動作に異常は無し、それに、大きくなったり、小さくなったりするのもの、自由に出来る。動きに問題ないのいで、完成品とします。これをあと１００やらなきゃいけないのか。気が滅入るけど仕方ないな・・・。」


さて、街Fに、強力なモンスター効果を持つ人は暮らしていた。こういう効果である。


１．相手がカードの効果を発動する度に使用出来る。手札かフィールドから、カードを一枚墓地に送り、その効果の発動を無効にして破壊する。この効果は何度でも使える。


これで下級。本気で遊戯王で行こうかな。今遊戯王で行ってないんだ。


もう少し遊戯王の要素入れていくか。さて、モンスター効果が強力な人も、モブとしておく。そのモブの人の家に行ったら、別のモブがいた。山田は言った。
「お前に勝負を申し込む。」相手は答えた。
「いいだろう。私召喚。」
山田「私召喚。」二人とも自分を召喚した。山田の効果忘れた。しかし、こうだな。山田は言った。「古のルール発動、手札から、レッドアイズを召喚する。そして、手札から魔法カードを使う。このカードは、チューナーと、レベルのあるモンスターの、双方のレベルが同じ時発動出来て、その二体を手札に戻し、エクストラデッキから、戻したモンスターと同じレベルの、シンクロモンスターを、召喚条件を無視して、好きな数だけ特殊召喚する。」なんか、このカードの原型となったカードが、カードトレイダーにあった。気がする。レベル７のシンクロモンスターが、三枚揃った。山田は言った。「さて、エクシーズする事にするぞ。」した。レベル７でエクシーズした、レベル７エクシーズで、強そうなの調べてみようか。さて、その結果はこれである。戻しときゃ勝てるという事だ。「このカードは、素材を一つ取り除く事で、相手のカード一枚を、デッキに戻す事が出来る上に、更に、手札やフィールドから、新しく素材を補充出来る。双方の効果は、回数制限はない。しかも、戻す効果は、相手ターンにも発動出来る。この相手ターンに発動出来るのが重要だ。ちなみに、補充する素材は、レベル７でなければいけない。まず、レッドアイズを素材として補充。これでユニットが４枚になった。そして、手札の山田を補充。これで、５枚になった。そして、モブをデッキに戻して、ダイレクトアタック！」ばきん。
モブ「私の効果発動、相手が効果を発動した時、フィールド上のカード一枚を選んでそれを破壊する。」
山田「なんだと？」
モブ「但し発動回数に制限はある。」
山田「つまりだが、古のルールを発動した時、山田は破壊されたという訳だな。」
モブ「そうだな。」
山田「ならば、近頃のルール発動！」近頃のルールは、古のルールのパクリの名前。「この効果は、自分のモンスターゾーンに、モンスターが存在する時、そのモンスターのレベルをまず参照して、そのレベルと同じレベルを持つモンスターを一体選び、デッキから特殊召喚する。こうして私は、デッキから、レベル７のチューナーを出す。名前はどうでもいい。」通常モンスターで、レベル７のチューナーどっかにいそうではあるが。通常じゃなくてもいいけど、レベル７で効果のチューナーいなそうなので。デッキから出せる。エクストラデッキではない。通常レベル７チューナーはいない。いないらしい。効果なら３人いる。いるらしい。では、通常レベル７のチューナー出すか。出した。レベル６と８はいるのに、７はいないのかよって感じだ。さて、山田はエクシーズする事に成功した。相手プレイヤーは、モンスターを通常召喚した。ところで、相手プレイヤーの、自分自身は、レベル４のモンスターである。相手も、エクシーズするために、レベル４の通常モンスターを出したとする。さて、相手もエクシーズをした。デッドリーシンでいいや。あのカード強いよね。レアリティが高いだけあって。さて、デッドリーシンという名前のただのクモは、起動効果で、山田の謎のランク７を除外しようとしたが、その前に、山田のランク７は、クモをデッキに戻してしまった。エクシーズ素材は、墓地に落ちた。それから、山田は、ランク７でダイレクトアタックを行った。それから、相手は、予想外を使い、通常のレベル４を出して、それから、通常のレベル４を通常召喚して、デッドリーシンを出したけど、デッドリーシン、やられやくになっている。ごめんね。さて、戻される結果となり、山田はダイレクトアタックを行い勝利した。山田は言った「えーっとねー、相手ターンに戻す効果は、強靭無敵最強なんだよ。」ハーピーの事を言っている。ハーピー以外にいたっけか。さて、山田はデュエルで勝利した。さて、モブは言った。
「何故デュエルするんだ。ここは私の家だーーー！！」彼女は、ちゃぶ台を叩いた。「私の家でデュエルする時は、私に許可を取ってからにしてくれ。」
モブ２「何故だ？」
モブ「ホコリが舞い上がるから。」
山田「これは怒ったモブともデュエルする流れと見た。」
モブ「そうだな。まずその家に入ったら、家主に挨拶をしなきゃいけないだろう。挨拶とはデュエルだ。」デュエル脳だと思う。さて、モブは自分自身をまず召喚した。山田もそうした。山田はさっきの流れを行おうとしたが、モブは、強欲な壺を連発してから、手札を捨てまくって、自分の効果で、山田の古のルールや、近頃のルールの効果を無効化してしまった。山田の手札は尽きた。相手は、強欲な壺と、天使の施しを連発してから、闇の量産工場で、通常モンスターを回収して、手札コストにした。強力な魔法カード封じられている傾向にあるな。なんだ、ちゃんと強力な魔法カードあるじゃないか。天使の施しと、強欲な壺の事だが。それから、モブは、死者蘇生を使い、コスモクイーンを出した。ブルーアイズは、世界に４枚しか無い設定にしておく。なので、コスモクイーンしか出ない。海馬しか持ってないって事だ。つまりブルーアイズは登場しない。さて、コスモクイーンやらを出してから、レベル８でエクシーズを、モブは行った。エクシーズ大好きなのか？ いや ルールが簡単だからさ。相手ターンにも使用出来る効果は、誘発即時効果というらしい。今までフリーチェーンと呼んでいた。エアネードでも使うか。これ、リンクスではよく使われている。モンスターしかリリース出来ない点がネックだろうなぁ。でもこのカードハーピーの前には無力だよね。おそらくは。ハーピーハーピーうるさいけど、他になんかあったっけか。六武衆か。二刀流の事だけど。しかし、アレ罠カードなので、来なければどうしようも無いのに対し、ハーピーで、１ターン目にSC出せないケースって多分無いと思うんだよね。だから多分ハーピーの方が、１ターン目から戻せる状態を作れる率が高いと思う。でも魔法罠除去カードなら対抗出来るのか。持ってないけど。大嵐が解禁されれば話は全然違ってくる。多分。大嵐なら三枚入れておいても、多分全然いいので。でも局所的ハリケーンすら、禁止しているんだから、大嵐が解禁される訳がないね。ところで、どうやってランキング上位者の、デッキ確認すればいいんだろうね。リプレイ以外で。でも確認したところで大抵どうしようも無い気がするので、しなくてもいいのか。なぜならカード持ってないから。なので確認しても意味無い。とりあえず、エアネードが出て、あとは、山田の方は、場ががら空きになっていたので、モブの人は、エアネードと、自分で殴った。山田のライフは０になった。山田の負け。
山田「ナルホド。戻す効果より、無効化する効果の方が上という訳だな。」
屋敷の主人「そうだな。そうらしいな、どうも。」ところで、屋敷という程ではない。小屋である。小屋の主。さて、モブ２は言った。
「ところで、コイツラは、お前の知り合いなのか？ 屋敷の主人？」
主人「そうだ。」
山田「なんか、以前世話になったんだ。」
主人「そうだ。私が森を歩いていると、土に対し、剣が刺さっていたんだ。そして、その剣を抜くと、その剣が、目の前の女に変化した。」
山田「そんな事はない。」
主人「その剣を抜くと、その剣が、男に変化した。その男は言った。自分の主人が、今瀕死の状態だから、魔法で治癒してくれ。と。その主人というのが、目の前の女だ。」
山田「そのとおりだ。」
モブ２「ナルホド。そういう事か。」
山田「モブ２は、一体誰なんだ？」
モブ２「私の父親が、この女の父親と知り合いだったんだ。」
山田「へー。」
モブ２「という訳で、今も親交があるという訳だ。」
山田「はぁ。」
モブ２「そういう訳だ。私は金が無いので、ここで居候する事も多いんだ。今居候中だ。」
山田「ナルホド。そういう事か。まああなたの事そんなに知っている訳じゃないけど。」
モブ２「以前会った事あるよね？」
山田「そこまで明確に覚えている訳じゃない。あなたは確か、」
モブ２「いや、私が何していたかは、説明しなくていい。」
山田「あそう。じゃあ説明しない。」
主人「何していたんだ？」
モブ２「言うなよ。」
山田「後ろ暗い事をしていたんだ。この人は。」
主人「やはりそうか。この人は自分の職業について、語りたがらないんだが、単なる無職だと思っていたら、闇金融業者をやっていたとはな。」
モブ２「それは勘違いだ。まあでもそれでいいや。」
主人「違うのか？」
モブ２「そうだ。私は金を取り立てる奴だ。」
主人「そうか。なかなか偉そうな仕事で何よりだ。捕食者・・・プレデターだな。」
モブ２「ナルホド。確かにそっちの方がいいな。」
主人「どういう意味だ？」
モブ２「いや、なんでもない。」さて、山田は言った。
「ところで主人、用事があるんだ。確かこうだったな、王曰く、王は激怒している。何故か？ お前が王のまねきに従い参上しないからだ。このままだと、軍隊を派兵するそうだ。そしてお前を捕まえる気らしいが、お前の実力を彼女は認めている。大量の軍人を送っても、コストだけかかり、成果は上がらない。だから、私を派遣して、説得しようと画策したのだ。来なさい。」
主人「ついに来たか。いつか我が力が悪用される時が来ると思っていたが・・・。」
山田「そうだ。お前は誰かの手元に行かねばならないだろう。どうするんだ。」
主人「私を保有するであろう、勢力はいくつか検討出来るが、一番最初に引き抜きに来たのは、お前たちであった。ここでやり合う気はない。となれば、いくしか無いのかも知れないな。他からはオファーが来てないんだ。」
山田「そっか。それは良かった。」ちなみに、山田は王に操られている。コントロールを奪取されているのである。今王の尖兵と成り果てている。
モブ２「そうか、いくのか、私についてくる手もあるんだが？」
山田「それはいけない。力づくでも身柄を拘束させて貰う。」山田は構えた。「お前には先程勝利した。」
モブ２「がはっ！」山田がそういうと、モブ２に、４０００ポイントのダメージが入った。モブ２は崩れ落ちた。主人は言った。
「何をする。」
山田「力づくでも連行すると言っただろう。逆らうな。」
主人「は！ 私は先程お前に勝っているんだぞ？」
山田「ぐわあああああああ！！」山田は撃沈した。さて、友達は言った。
「では、先程の状態から、デュエル開始だな。私のターン！ 私は、手札抹殺を使う！」彼女は手札抹殺を連発して、主人のデッキを０枚にした。原作強力な魔法カード多いな。


・手札抹殺
・強欲な壺
・天使の施し
・天よりの宝札


だと思う。ちゃんと読んでないのでわからないけど。後半出てくると思う。後半知らないんだよね。知っているの、ペガサス城あたりまでなんだよ。


さて、ドロー出来なくなって、主人は負ける事となった。主人は言った「馬鹿な・・・私が負けるだなんて！」
山田「アレ？ なんで自分の効果使わなかったの？」
「ああ。手札のカードがもうなくなっていたんだ。」
山田「そうじゃなくて、手札のカード捨てて減らせば、手札抹殺の効果受けないじゃないか。」
主人「確かにそうだな。」
友達「いや、そうでもない。私の手札を見てみろ。」


・コイントスで、相手にドローさせるカード。
・天よりの宝札、原作効果。


がある。


友達「これらのカードを使えば、減らす事が出来たんだ。」
山田「ナルホド。」
友達「そして、こちらには沢山プレイヤーがいる。もし、私が駄目でも、いづれは私達は勝利していただろう。」
山田「ナルホド。そういう事か・・・。」


さて、山田は旅行する事になった。山田は友達に言われた。
「街Dに行くらしいな。」もう何処が何処だか覚えてない。駄目だな。しかしこんな収容所にいて、まともなパフォーマンスを発揮出来る訳がない。仕方ない事だ。山田は答えた。
「ああ。そうらしい。」さて、モブは言った。
「やあ山田。」
山田「やあモブ。どうしたんだ？」
モブ「頭は大丈夫か？」
山田「級にひどい事言うな。」
モブ「真剣に心配しているんだ。というのは、最近山田の記憶喪失が、大変な事になってきているって話を聞いてな。」
山田「そういう事は自分ではわからない事だ。」
モブ「言われてみればそうだな。」
山田「私の記憶喪失は甚大なのか？」
モブ「そうだ。」
山田「昨日の晩ごはん思い出せないとか？ 確かに思い出せない。」
モブ「それだけではない。お前私の名前知らないだろう。」
山田「知らない。」
モブ「教えたんだぞ、」
山田「確かに記憶が大変な事になっている様子だ。それでどうかしたのか？」
モブ「敵が来た。」
山田「対戦相手か。」さて、対戦相手がやってきた。対戦相手は、でかいロボットで、山田を踏みつけた。でかいロボットは言った。
「そういえば、お前の流儀は、まずデュエルする事だったな。デュエルしてやってもいいぞ。」さて、山田は、足元から這いずり出てきた。山田は言った。
「仕方がない、デュエルして時間を稼ぐしかない。普通にこんなロボとやりあって勝ち目があるはずがないぞ。」
モブ「確かに私もそう思う。」
ロボット「二人でかかってくるがいい。」
モブ「よっしゃ、私召喚。」効果考えるの面倒なので、ダイレクトアタック効果でいいや。「ダイレクトアタック！」
山田「近頃のルール発動、更に近頃のルール発動、そして、３体でエクシーズする。そして、相手を手札に戻す効果をつかう。」
ロボット「私の効果は、相手の効果を受けない効果だ。」
山田「なんやてー。」
ロボット「ロボットフットクラッシャー！」彼は、山田のランク７を踏みつけた。ランク７は破壊された。ロボットの攻守は、５０００だった。ロボットは説明した。「これが私の効果だ。」
１．貫通効果
２．戦闘では破壊されない。
３．相手の効果を受けない。
４．エンドフェイズに発動する。デッキトップを、４枚墓地に送る。
５．レベル４
山田「無敵なのか？ もしかして。」
ロボット「スターの音楽♪。」彼は、スターの音楽を歌った。
山田「いや違った。耐えきれば相手はデッキ切れで負ける事になる。モブ、なんかいい作戦は無いか？」
モブ「ある。このカードだ。ガーディアンの力。」
山田「その手があったか。」山田は、デッキを入れ替えた。本当は駄目なんだけど。さて、山田は、ラージマウスを出して、ラージマウスに、ガーディアンの力を装備した。そして、直接攻撃した。次のターン、山田は攻撃を受けて負けた。山田は負けたあとも、デュエルを続行した。ほんとうは駄目なんだけど。山田のデッキは、相手をデッキ切れにするデッキになった。天よりの宝札と、手札抹殺だけ、何枚も入っている。「天よりの宝札を使う。更に、手札抹殺を使う、手札抹殺を使う。手札抹殺を使う。」さて、ロボットはデッキ切れになって負けた。ロボットは言った。
「さて、楽しい時間は終わりだ。」ロボットは、山田を捕まえてから、山田を握りつぶした。山田は潰れて、血液が流れ落ちた。
モブ「俺はお前に勝ったんだ！」
ロボット「たかがデュエルじゃないか。待っていろ。お前もじきにこうしてやる。」たかがデュエルじゃないか。で、流されてしまった。さて、山田は死んだが、今私は中道にいるので、山田は、実家の家に仕掛けてある、棺桶の中から蘇った。さて、山田は暇になった。彼女は一人でデッキを組む事にした。いっぽうで、モブは襲われていた。彼は、死んだら死にっぱなしなので、逃げ惑っていた。ロボットは、攻撃名を宣言した。
「ロボットパンチ！」さて、ロボットの拳は、地面を砕いた。ロボットは言った。「お前などいつでも潰せるので、派手な攻撃をする事にする。ロボットキャノン！」さて、ロボットは砲弾を放った。モブは砲弾を避けたが、砲弾は炸裂して、モブは吹っ飛んだ。ロボットは攻撃名を宣言した。
「ロボット背水の陣。」さて、ロボットは、モブの反対側に回って、剣を構えて、モブに対し振り下ろした。モブはやはり攻撃を避けた。ロボットは言った。「おかしいな。攻撃がどうしても当たらない。」
モブ「そうらしいな。ここは手打ちと行こうじゃないか。こちらはそちらにダメージを与えられない。あなたもそうだ。」さて、モブの仲間がやってきた。仲間たちは言った。
「頑張れ！ モブ！」
モブ「応援だけかよ。」
仲間たち「多分アレにはダメージを与える事が出来ない。違うか？」
モブ「そうだなぁ・・・とりあえず今は逃げまわろう。解散だ。」さて、人々は散解した。ロボットは言った。
「一人ひとり潰して回るしかないだろうな。」そして彼はそうした。まず、モブを襲撃した、しかし、モブに攻撃はどうしても当たらない。「なんてすばしこい奴だ。」
モブ「お前がにぶすぎるだけだ。」
ロボット「なんだと。絶対に命中させてやる。」ロボットの攻撃は当たらない。さて、戦闘は続いていた。ところで、モブの仲間には・・・これは友達のことだが、友達の魔法には、ロボットを内部から爆破することが出来るものもあった。モブはそれを思い出して、友達の元へ行った。友達も逃げていた。ロボットがやってきて、友達に攻撃を加えた。友達は跳躍して避けた。ロボットは、宙に浮いた友達に対し、攻撃を仕掛けたが、友達は、その時、ロボットの頭部を爆破する魔法を使った。ロボットの頭部は内部から解散した。ロボットは内部からの音声で言った。
「おや、なかなか出来るじゃないか。」
友達「まだ喋れるのか。その音声を出している箇所を破壊してやろう。」さて、友達は、胴体部分を内部から爆破した。ロボットは、膝をついて、動かなくなった。モブは言った。
「さすが友達。やれば出来るじゃないか。何故逃げ回っていたんだ？」
友達「いやぁ・・・あまり速度に自信が無いので、攻撃を避けきれるか不安だったんだ。案の定、無理だった。だから仕方なく爆破したんだ。」
モブ「そうか。おかげで助かったよ。」
友達「まあ、無事で何よりだ。」ところで、ロボットはカブトムシみたいであった。つまり、外部は固くて、中身は柔らかい。だから、外郭だけ残っていた、外部の装甲は、硬いので、友達の爆破攻撃では、破壊出来なかったのであった。友達は言った。「此処は一体どんな素材で出来ているのかな。持ち帰ろうぞ。」
モブ「そうだな。持って帰って研究資材にしよう。」二人は、ロボットの外郭を持ち帰った。山田は一人でデッキ編集していた。音がしたので、山田は、外に出てみた。すると、友達とモブが、大きな鎧をひきずって、帰還していた。山田は言った。
「その装甲はもしかして、あのロボットの装甲だな？」
モブ「そうだ。ところでモブってどういう意味なんだろうな。まあいいや。」
山田「倒せたのか。」
友達「そうだ。倒したのは私だ、褒めていいぞ。私の魔法はかなり優れている。」
山田「そうだな。よしよし。」山田は、友達の頭を撫でた。友達は嬉しそうにしたが、それから表情を変えていった。
「それに引き換え、お前のざまはなんだ、山田。たるんでいるぞ。お前デュエルでも負けたらしいじゃないか。弱すぎるぞ山田。」
山田「そうだな・・・武器がなかったから仕方なかったんだ。」
友達「そうか。では明日は武器買いに行くとするか。」
山田「よし。」


さて、山田と友達は、ルームシェアしていたので、なんというか、友達というより、ルームメイトって感じではあった。そしてだが、二人は武器を買いに言った。山田は、拳銃とナイフを購入した。さて、それから、友達は言った。「ところで山田、私達は現在、部屋をシェアするだけじゃなく、ベッドまでシェアしているけど、布団買わない？」
山田「それで私が寝るのね。」
友達「そうだ。」
山田「わかった。」さて、二人は布団をかって、山田はそこで寝る様になった。さて、その後、王は命令を下した。
王「戦争に行け。」
山田「断る。」
王「何勘違いしているんだ。お前に決定権など無いんだ。私の効果発動！」
山田「やめてくれぇええ！」山田は戦争に行く事になった。さて、その戦争では、色々あったが、一つの作戦があった。その作戦は、囮作戦であった。あとになって、友達は、山田に説明した。
「山田、今回の作戦では、戦死する役が選ばれた。そして、私達は、生き延びる役割に選ばれた。良かったと思わない？」
山田「まあ確かに。」
友達「今回の作戦は囮作戦で、総戦力を、ある一点に集中させる事で、他の部位に対する防御力を落とし、その防御力が低下した箇所を攻撃する作業だった。」
山田「私はその防御力が低下した場所を攻める役割に参加した。」
友達「私もそうだ。そして、無事陥落させる事が出来たが、囮になった人々は死んだと思われる。」
山田「そうだったね。非常に恐ろしい。」
友達「正直、この作戦が良かったのかはわからないけど、大群を動かすのは大変な事だ。大群を動かすのが大変だから、相手を自由に操れる方が都合いいのだろうな。私はよく知らないけど、想像する限りだとそうだ。」
山田「私はただ、自分が生贄に選ばれなくて良かったと、胸を撫で下ろすだけだな。」
友達「また戦争は終わってない。相手の中核はまだ残っている。まだ安心出来る状況では無い。」
山田「そうだな。」さて、二人がそんな会話をしていると、小屋に誰か訪ねてきた。モブだった。モブは言った。
「ごめんください。」
山田「誰ですか？」
モブ「モブです。」
山田「ああ。モブさんですか。どうぞどうぞ。あれ・・・？ しかしあなたは、戦死する役割に、選ばれていたのでは・・・？」
モブ「そうですよ。だから今は、私は地獄を見てきたのです。」
山田「死者だというのですか？」
モブ「死者の国へ行って、中に入ってもいいですか？」
山田「いえ、恐ろしいので壁越しに話ましょうか。」
モブ「私は死者の国を見てきました。」
山田「どんな場所だったんですか？」
モブ「そうですね、死の国へは、階段が続いているのですが、その階段は偉くまっすぐなんです。」
山田「へー。」
モブ「その階段をまず下っていきました。まっすぐ進んでいくと、色々な事がありましたが、そのまま進んでいくと、今度は、階段が登り始めました。そして、最後の階段まで登りきった時、生者の国に戻ってきたのです。」
山田「ナルホド。ではあなたは一度死んだという状態なのですね。」山田は、扉を開いた。すると、モブは、骸骨になっていた。山田はいった。
「キャア。」
モブ「驚きましたか？」
山田「まさかそんな外観になっているとは・・・」
モブ「小屋に入ってもいいですか？」
山田「いいですよ。」山田は、モブ骸骨を、小屋の中に入れた。
友達「わお、Desolution. なんてひどい仮装なの。」
モブ「これは本物の顔です。」ところで、モブは言った。「この骸骨状態は不便なんです。」
山田「なんで？」
モブ「何も食べる事が出来ない。」
山田「私は肉があっても、何も食べられなかった人を知っているから、そんなに可哀想だとは思わないな。」
モブ「いや、可哀想ですよ。」
山田「可哀想だね。」


さて、モブは帰っていった。山田以外全員モブにしてしまおう。山田以外の小屋にいた人は、みんな家に戻っていった。山田は、小屋を出て歩き出した、歩いていると、少年がいた。少年は山田に言った。「コンタクトレンズを探しているんだ。」
山田「こんな草むらで、そんなの探せずはずないだろう。」
少年「一緒に探してくれないか？」
山田「断る。踏み潰すと怒られるから、迂回する事にする。」さて、山田が、少年の周囲を、迂回してから歩いていると、少女がいた。少女も山田に話しかけた。
「私は以前お前に会った事がある気がするぞ。お前確か名前は山田だろう。」
山田「そうだが。お前は誰だ？」
少女「私は少女Aという。」
山田「へー。Aか。」
A「私達は以前約束をしたはずだ。」
山田「どんな約束をしたの？」
A「私がまだ５歳の頃だ。お前は私に、自分の家の庭に、レモンを植えて、レモンの果実がなったら、その果実から、種を取り出して、私にくれると言ったはずだ。」
山田「そんな覚え無い上に、私の実家はもう、どっかの遠い場所にあるんですが・・・。」
A「さあ、レモンの種をよこすんだ。」
山田「おや、ミカンの種があった。ミカンの種ならわたすけど。」
A「まあそれでもいい。どっちにしろ柑橘類だからな。さほど変わらないだろう。」さて、山田は、少女に、ミカンの種を渡した。少女は言った。「私は可愛らしいだろう。さあ、私を撮影する権限を与えるぞ。」彼女は、山田にカメラを渡した。山田はカメラを受け取った。山田は言った。
「ああ。要は撮影して欲しい訳だ。でも自撮りすればいいのに。」
少女「何言っているんだ。お前に私を撮影するという、栄誉と、そして、至福を与えようとしている私、優しいじゃないか。優しさに驚いて喜べよ。」
山田「じゃあ撮影してあげる。ではさ、１、２，３，で撮影するからね。準備出来た？」少女は、後ろで腕を組んだ。言った。
「いいよ。」
山田「１，２，３，」撮影した。少女は難癖をつけた。
「足りないな。やはりカメラ台が必要だったか。お前持ってないのか？」
山田「持ってる訳無いじゃん。カメラ台だけなんて。」さて、山田は、少女から離れて、歩き続けた。すると、小屋が一つあった。山田は、その小屋に入った。すると、小屋の中には、男がいた。男は言った。「腹減ったな。」
山田「まさか私を食べるとか言い出すんじゃないだろうな。」
男「そのまさか、いや。そうではない、そんな事よりも、お前に頼みたい事がある。表に出てみろ。」二人は表に出た。男は、木に登って、きのみを２つもぎ取って来た。それを山田に渡した。「この２つのきのみを、魔法で操って、お互いにぶつけあて欲しい、やれるか？」
山田「やってみよう。」山田は、魔法で、きのみを操って、空中浮遊させ、ぶつけ続けた。すると、きのみは、だんだん大きくなってきた。山田は言った。「おっ。」
男「集中力を切らすなよ。このままぶつけ続けて、大きく成長させるんだ。」
山田「了解。」さて、かなり大きくなった、元々、どんぐりぐらいしかなかったのが、カカオぐらいまで大きくなっていた。男は、きのみを手にとってから言った。
「もういいぞ。片方はお前への報酬だ。」さて、男は、山田にきのみを一つ渡した。さて、山田が小屋の前から離れて、どんどん歩いていくと、ビルが立っていた、山田は、ビルに入った。そして、調理室を探した、そこできのみを調理して、食べる予定でいた。すると、調理室があった。ただし、その時には、既に夜になっており、ビルの中には、ビルの下の、正面玄関から、化け物が入ってきていた。化け物は、一反木綿みたいに、ペラペラの姿をしていた。化け物は、調理室まで入ってきた。山田はきのみを料理して、食べている最中だった。化け物の群れは、扉を開いて、調理室になだれ込み、山田を取り囲んだ。山田は、急いできのみを食べきった。そして言った、「一体何のようだ。」化け物は答えた
「このビルは、我々の住処で、一般人は、侵入は許可されていない。さっさと出ていきなさい。」
山田「それならそうと、書いておけよ。あと、鍵しめておけよ。」
化け物「これからはそうする。さっさと出ていけ。」
山田「はーい。」山田はビルから出ていった。山田がビルから出て、歩いていくと、また、似たような形状のビルがあった。山田は、そこに入った。そうすると、矢印が出ていた。山田が、矢印の向きに進むと、部屋があった。扉を開いて、山田はそこに入った。すると、広いホールがって、筋トレ用のマシーンが置いてあった。山田は、そこを使って寝た。山田が寝ていると、男が現れた。男は山田に言った。
「すべての部屋を、お前は見て回らなければならない。」
山田「はぁ。」
男「ついてこい。」
山田「わかりました。」山田が男についていくと、男は、矢印が向いていない部屋に向かっていった。広い部屋だった。そこには、横長のテーブルが置いてあった。テーブルは、四角に組まれていた。そして、お互いに向き合うような格好になっており、椅子も、テーブルの下に入れてあった。男は説明した。
「ここは会議室として使っている、」
山田「へー。」男と山田は、会議室から出た。そして、隣の小さな部屋に、男は入った。そこには、女子がいた。女子は言った。
「この建物は、私のお父さんの所有だ。」
山田「そうなんだ。」
女子「案内してやろう。」
山田「ありがとう。」さて、３人は、部屋を見て回った。ある時から、男はどっかにいなくなった。少女は言った。
「私のお父さんは、このビルだけじゃなく、いくつかのビルを所有している。」
山田「それはすごい。」
少女「そろそろ眠いな。いいだろう。私が普段寝ている、仮眠室につれていてやっても。」
山田「感謝します。」二人は仮眠室へ行った。そして寝た。しかし、二人が寝ていると、仮眠室の扉を開いて、やはり化け物が入ってきた。化け物は二人を目覚めさせた。そして言った。
「出ていけ。このビルは我々が占拠した。出ていかないならバラバラに引き裂いて食べるぞ。」
少女「男が一人いたはずです。」
化け物「その男ならもう逃げていったぞ。」
少女「逃げましょう。」
山田「わかった。」二人もビルを出ていった。さて、少女は、父親が所持している、他のビルもあたってみたが、ほとんどのビルは、化け物に所持されてしまい、入る事は出来なくなっていた。山田は言った。
「お腹すいた。何か技はないの？」
少女「私がこんな程度で、へばる訳がない。私は偉いんだ。ちょっと待っていろ、すぐに秘策を用意する。」さて、残っているビルがあった、そこは、化け物に占拠されてなかった。少女は説明した。「此処では、コックを雇っているんだ。」
山田「そうか。」
少女「何か食べよう。」
山田「そうだな。」山田はおかゆを食べた。少女は、天ぷらそばを食べていた。山田は言った、「いいなあ。天ぷらそば。」少女は答えた。
「私ならもっと食べられるぞ、天ぷらそばもう一個」さて、彼女は、天ぷらそばを、二個食べた、山田は言った。
「いいなぁ、天ぷらそば・・・」さて、少女は言った。
「このビルには、中庭がある。」
山田「ほんまか。」
少女「ああ。中庭があるって事は、どういう設計かわかるだろう？ こういう設計だ。
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中庭ある設計とか、かっこいいだろう？」
山田「確かにかっこいいよ。」さて、中庭は、一面芝生だった。少女は言った。
「段差がつけてあるんだ。この区画は、他に比べて、土地が高くなっている。何故かわかるか？」
山田「わからない。」
少女「泥濘まないためだ。此処を泥濘まないようにしておいて、此処で寝そべるんだ。」少女は、寝そべった。「ああ、やわらかくて気持ちいい。」山田もねそべってみた。山田は言った。
「確かにそうだ。」二人は暫く寝ていた。少女は言った。
「ところでお前名前はなんてーんだ。」
山田「山田だ。」
少女「山田、飯食いに行こうぜ。」
山田「いいよ。」少女は立ち上がって、屋内に入っていった。食堂は中庭に面していた。そこに入っていった。コックがいた。少女はコックに頼んだ。
「料理をお願いします。」コックは答えた。
「何にしますか？」
少女「味噌ラーメン。」
コック「了解。」
山田「私にもなんか下さい。」山田には、お粥が出された。山田はお粥しか食べられない定めであった。少女は味噌ラーメンを食べた。山田は言った。「いいなぁ。味噌ラーメン。」少女は答えた。
「よし、ざる蕎麦を食べよう。」
山田「いいなぁ。ざる蕎麦。」少女はざる蕎麦を食べた。それから言った。
「今度は天そば。」
山田「クッソ。いいなぁ・・・」さて、少女は、食べながら説明した。
「山田、此処にはなんというか・・・その道の連中がいる。」
山田「その道とは？」
少女「んー・・・例えばの話だが、デュエリストだとか。」
山田「例えばデュエリスト？｝
少女「とにかく、その道の連中が、いっぱいいるんだ。この建物はそういう建物だ。」
山田「へー。そうなのかー。」
少女「その道とは、その未知にも通じて、もしかしたら、みんな陶芸家かも知れない。」
山田「へー。そうなんだ。」
少女「ただ、みんな微生物の研究員って事は無いと思う。」
山田「どういう基準なんだろう。」
少女「そうだな。私もよく知らないから、今資料を見ているところだ。」
山田「見せてくれ。」山田は資料を見てみた。此処に沢山いるはずの、その道の人々は、ガスマスクを着用している事が多いと書いてあった。「へー。ガスマスクか。」
少女「そうか。アレはガスマスクだったのかも知れないな。そういう雰囲気の装備を、顔とか背中につけていた。」
山田「へー。」
少女「そういえば、資料のどこかに書いてあったな、資料貸してみろ。」彼女は山田から、資料を奪った。そして見てみた。そして言った。「此処には、それらのガスマスクの人々と、別口の人が書いてある。これはだな・・・、ああ、そうだ、なんというか、人間じゃない、何かロボット的な下僕を出して、それを行使する事が出来るらしい。そういう役割の人が一人いるらしい。」
山田「それは誰だ？」
少女「そいつの部屋番号がのっている。会いに行くか？」
山田「暇だから行ってみよう。」さて、二人は、そのロボット的な、下僕を出せる人の、部屋に行った。扉をノックした。その人は、インターホンで喋ってきた、扉には鍵がしてあった。
「何か用か？」
山田「暇だから会話に来ました。」
その人「特に話す事など無いぞ。」
少女「あなたの得意技を教えて下さい。」
人「そうだな・・・私の得意技は、話をはぐらかす時に・・・、他人を身代わりにする事だ。」
山田「やってみて下さい。」
人「そうだな、ところでお前誰だ？」
山田「山田って名前で、収容所から脱走して来ました。」
人「そうか。収容所での生活はどうだった？」
山田「そうですね。ムチで撃たれるとか、銃撃を受けるとか、電気ショックを受けるとか、暴力に満ちており、食事も、お粥すら出ませんでした。」
人「そうか、そりゃ逃げ出して正解だな。」
山田「私もそう思います。」
人「どうやって逃げ出したんだ？ とまあ、こんな風に、他の人に焦点をずらす事で、私の個人情報が漏れるのを、防ぐ事が出来る。」
山田「でも、そういう話じゃなくて、あなたが、なんかロボット的なものを行使するのが、見たかったんですけどね。」
少女「そうだ。」
人「悪いけど、そう安安と見せるものじゃないんだ。」
山田「そうですか。」
人「暫く待っていれば、見せる機会があると思う。その時見せてやろう。」
山田「お願いします。」
人「あとでな。今は帰ってくれ。」彼女は、山田と少女を追い返した。二人は、食堂に戻った。すると、少女は言った。
「左足を怪我したんだ。」
山田「本当なの？」
少女「ああ。手術したんだ。」
山田「へえ。」とか話していると、男が現れた。彼は言った。
「山田に勝負を挑む。」
少女「ではそういう事で。」彼女はどっかに逃げていった。山田は言った。
「いざとなったら逃げるのかよ。」山田がそう言っていると、男は襲ってきた。山田は刃物を抜いた。男は、山田を殴った。山田は、ふっとばされてから、壁にめり込んだ。頭がめりこんだ。男は、山田を引っ張り出してから、回転させてから、壁に叩きつけた。壁が壊れた。それから男は、山田を空中に放り投げた。山田は、空中を歩いて移動して、屋上へと逃げた。男は、壁を走って登ってきた。そして、屋上にたどり着いた。山田は言った。
「冷静になれよ。何故私を襲うんだ。」
男「そうだな、しばし待っていろ。今理由を思い出す。」山田はその隙きに逃げようとしたが、男の見えない力が、山田を捕まえた。山田はもがいた。さて、男がいる反対側から、女が出てきた。一方で、空からは、一人の男が新たに降臨してきた。この男は、山田の知り合いで、仲間だった。男の反対側から出てきた女は、山田を殴った。すると山田は、空中を飛んだ。降臨してきた男が、山田を受け止めた。男は言った。
「どうした山田、おされているじゃないか。」
山田「なんかやたらと、ふわふわ飛ぶんだ。」さて、男は、見えない力で攻撃を繰り返し、女の方は、突っ込んできた。山田の味方は、女に刃物で切りかかった。女は、刃物の刃を受け止めた。男は仕方ないので、刃物を一旦消失させてから、再度出現させて、手に握り直した。女は、男を殴った。男は、屋上から遠くに飛んでいった。山田は残された。女は、謎の力を使い、山田を、床に倒した。山田は床に押し付けられた。さて、遠くにとんだ男は、山田を脱出させるために、ワープさせて、自分の手元まで連れてきた。男は山田に言った「逃げるぞ。」
山田「わかった。」二人は解散した。そして、別の方向に逃げていった。さて、一方で、山田に逃げられた二人は、ある女を殺しに行った。女は、家でテレビを見ていた。しかし、山田と、男は、その二人組についていった。それから、殺されそうになっている、その女を、ワープさせて、手元まで連れてきたので、二人が家に入った時、ただテレビがついているだけだった。男は言った
「おかしいな。逃げるとは思わないんだが。」
「急な用事でもあったのかも知れない。暫く待っていようか。」二人は、テレビ見ながら、女の家で、お茶を飲んだり、食べ物を食べたり、勝手にしながら、女の帰宅を待っていた。一方で、女を捕まえた、山田と男は女に言った。
「あなたはこのまま、家に戻ると、男と女のコンビに、殺されるだろう。」
女「お前らも女と男のコンビだけどな。」
山田「死にに戻るのか？」
女「いや、あの二人とは知り合いだが、私も以前から疑っていたんだ。とりあえず、お前らについて、脱出する事にする。別に殺す予定じゃないのなら、お前らについていっても、問題ないはずだ。」
山田「了解。では私達の家に行こう。」山田と男は、ワープしながら、家に戻っていった。そして、家に到着した。女は言った。
「ところで、何故私をあいつらが、殺そうとしていると思ったんだ？」男は答えた。
「以前、あの二人が、お前に接触しているのを見ていた。山田が近くに居たので、山田をまず潰してからと、連中は予定を変更したらしいが、しかし当初は、お前を殺す予定だったはずだ。というのは、彼は、一度お前に攻撃を仕掛けて、ビルを破壊している。」
女「アレはただ、ビルを解体したかっただけじゃないのか？」
男「いや、あのビルは誰も住んでない場所だ。解体したい意味がわからないし、多分だが、あの人の攻撃は、遠くからだと外れやすいんだろう。多分お前の家を破壊するために、行った攻撃だろう。」
女「まあいいけどね、私もアイツラは、何か危険だと思っていたんだ。例えばいきなりビルぶっとばすとかね。そしてだが、私は、確かに、アイツラと知り合いだが、アイツらは、以前から、私を、目の敵にはしていた。」
男「何故だ？」
女「２つの派閥があって、私は片方の派閥に所属していたが、あの男と女は、以前から、私がその派閥に所属している事に関し、文句を言っていた。」
男「そうなのか。」
女「とにかく、何故私を脱出させる気になったのかは、謎な部分が多いというか、お前ら誰？」
山田「山田だ。」
男「お前らの派閥は、我々の味方になると思ったんだ。だから、お前を脱出させる様に、命令が下ったんだ。」
女「誰から？」
男「上官から。」
山田「そうだ。」
女「それは運が良かった。」
山田「あの二人は、お前みたいな要人で、お前の派閥に所属している連中を、一斉に、暗殺する計画を始動したって、情報が入ったんだ。これから、他の暗殺されそうなリストを回ろうと思う。どこにいるか教えてくれ。例えば、ｘｘ．」
女「わかった。ｘｘの住所は、ｘｘにある。」
山田「了解、すぐ向かおう。」３人は移動した。ところで、道中女は言った。
「ところでさ、これから行く場所に行くと、あの二人が出てくる訳だから、私はもしかしたら、殺されるんじゃ？」
山田「えーっと、守らないと駄目だね。」
女「誰を？」
山田「あなたを。」
女「私を守りながら戦うのは難しいんじゃないの？」
山田「でもまだ任務は終わってないので、他の人々も救助しないと。」さて、３人が、その住所に向かうと、既に、ｘｘは、殺されていた、ｘｘの、胴体は、首と離れており、首は、ｘｘの家の、ちゃぶ台の上に、乗せられていた。山田は言った。
「残念だ。」
女「本当に、あの二人がやったのか。つまりだが、私も遅れたら、こんな事になっていたのか。」
山田「そうだ。」
女「此処から近いのは、ｙｙの家だ。」
山田「さっそくいってみよう。」しかし、ｙｙも、殺されていた、結局、女以外は、全員殺されてしまっていた。山田と男は、女を連れ帰った。


さて、その後、その女は、のんきに、遊戯王デュエルリンクスをやっていた。女はある時山田に言った。「駄目だ。」
山田「何が。」
女「勝てない。」
山田「何が？」
女「ゲームで勝てない。」
山田「やらなきゃいいじゃん。」
女「確かにそうだな。」さて、女は言った。「暇だから出かけよう。」山田は答えた。
「何処へ？」
女「外へ。」二人が外に出かけると、看守がいた。看守は近づいてきた。山田は曲がれ右をして、逃げ出した。女は山田を追いかけた。「どうして逃げるんだ。」
山田「アイツは私の天敵なんだ。」さて、看守は追ってきた。看守は手錠を持っていた。看守は叫んだ。
「山田ァあああああああ！！」山田は叫んだ。
「きゃああああああああ！！」さて、山田は冷静になってから、姿を消す魔法を使って、姿を消した。そして黙っていた。女は、山田が急にいなくなったので、キョロキョロした。看守が来た。彼女は言った。
「山田は何処にいった？」女は答えた。
「さぁ。何処に行ったんでしょうか？」看守は、女を捕まえて、首を絞めた。
「お前は山田の仲間なんだろう。はけ。お前の事はもうブラックリストに載せてやろう。お前も逮捕する。」
女「”＃＆’（」女は、首を絞められているので、答えたくても答えられなかった。さて、看守は、女に手錠をかけて、収容所へ連れて行こうとしたが、山田は、看守の背後から、看守を襲って、看守を燃やした。看守は、灰になって死んだ。女と鍵だけ残ったので、山田は、鍵を使って、女にかけれている手錠を外した。女は言った。
「コイツは一体なんだったんだ。」
山田「看守だ。」
女「看守？」
山田「人を見かけると、収容所に連れて行こうとする、非常に危険な連中だ。」さて、別の日、一人で女が歩いていると、看守が現れた。看守は女を逮捕して、収容所へ連れて行こうとした。女は言った。
「何故私を捕まえるのか理由を説明しろ。」
看守「理由などどうでもいい。お前が人間だからかも知れない。」
女「お前だって人間だろう。」
看守「我々に物の道理は通じない。しいて言えば、国家権力だからだ。国から指令を受けている。」
女「離せ！」しかし、女は顔面にパンチを入れられた。さて、女が騒いでいると、警察が増員された。警官が３人増えた。山田は、狙撃して、警官の頭部を撃ち抜いてこれを殺した。警官は、銃を持って山田に突撃していったが、山田のところに達する前に、山田に撃ち殺された。さて、看守は女を魔法で拘束してから、山田を倒しに出かけたが、やはり撃ち殺された。その後山田は、ワープして、女の前に現れてから、手錠を破壊して、女を、家に連れ戻した、女は言った。「何故私を捕まえようとするんだ！」
山田「理由はよくわからないんだ。看守が、どういう基準で人を選択して連れて行こうとするのか、聞いても教えてくれないし。」
女「クッソー、私の自由を奪おうとする奴なんて、全員呪われて死ねばいいのに。」
山田「神の差し金かも知れない。」
女「神だって？」
山田「そうだ。神以外に私を迫害出来るはずがないからだ。多分看守は神の指示で動いているはずだ。聖書を試しに読んでみよう。ナオミと二人の男の子が残されたらしい。これだけだと、神の指示で看守が私を追いかけてきているとは言い切れないな。もっと読む必要がある。こうして、彼は死を免れるだろう。私は特に何のまつりも行っていない。私は死を免れないだろう。看守と神のクソ野郎！ 死ね！」
女「そうか・・・。祭りをしていないから悪いのか。どうやるんだ？」
山田「祭祀アロンは、ホルの山に登ってそこで死んだ。ホルの山に登ればいいんじゃないのか？」
女「でもそこで死ぬんだろう。」
山田「確かにな！」
女「しかしそうなると、悪いの看守じゃなく、神が悪いのでは無いのか？」
山田「確かにそうとも言えるけど、どっちも悪い。看守は神の尖兵だ。尖兵も悪い。」
女「はぁ。ナルホド。」さて、山田と女が、家で寝ていると、家が爆破された。それから、看守がやってきた。山田はとりあえず、別居している、男の元へ、女をワープさせた。それから、看守から逃げ出した。看守は、魔法の弾丸を使い、山田を射殺しようと狙った。山田はワープして逃げた。すると、看守もワープしてきた。山田は、こういう案を思いついた。看守を、女の元のワープさせて、自分は逃げてしまう。女を囮に使う作戦である。山田はそうした。さて、女が、男の元のワープしてみると、男はいなかった。そして、看守が送り込まれてきた。看守は、女を捕まえてから、腹いせに、ムチで１００回叩いた。それから、収容所に連れて行こうとしたが、手錠をかけていなかったので、女は逃げ出した、逃げ出した女は、路地裏に入っていった。もう路地裏が何か覚えてない。さて、女は、路地裏をねずみの様に移動して、看守から逃げ回った。看守は、家を破壊して、道を広げていった。女が、暫く、逃げ回っていると、山田は、女を、かなり遠方から、遠隔でワープさせて、自分の元へ連れて行った。そして、看守は、家をすべて破壊するまで、女を探し続けた。収容所の看守。さて、女は言った。
「ところで、お前は誰なんだ？」
山田「何の話だ。」
女「山田と名前だけは聞いている。他の情報。」
山田「山田だ。趣味は封じられている。そして、看守に追われている。あとは特に無い。」
女「趣味は封じられているのか？」
山田「そうだ。本当はあるんだが、神の呪いで封じられている。」
女「それは神のせいだな。」
山田「神のせいだな。」
女「ところで、以前破壊された、私の家に、取りに行きたいものがあるんだ。協力してくれ。」
山田「わかった。」山田は、女を、女の自宅の跡地に連れて行った。女の家は、まだ残っていた。女は感激した。
「おっと、残っていた。これは奇跡だ。」
山田「神はお前には多少優しいらしいな。」
女「神とか関係ない。私の運が良いだけだ。」女は、家の中に入ろうとした。山田は言った。
「待て女、もしかすると、家の中に爆弾が仕掛けられているかもしれんぞ。」
女「爆弾？ あるとしてどう解除するんだ。」
山田「そうだな。」彼女は、何か自分の分身みたいのを作った。「行くんだ分身。」分身は、歩いて家の中に入っていった。山田は言った。「ところで、何が必要なんだ？ 分身に持ってきて貰おう。」
女「ところで、身を晒している方がよっぽど危険なんじゃないのか？」
山田「ネズミとかゴキブリならそう考えるだろうな。私は神にとってゴキブリに等しいか。」山田は方針を変えて、家の中に入った。女は、本棚を探して、本を一冊手に入れた。山田は言った。「ところで、こんな立派な家に、誰も泥棒に入ってないのか。」
女「そうだな。」
山田「ふうん。意外だな。」
女「ところで、必要なのはこの本だ。」
山田「そうか、では帰ろうか。」
女「何の本か聞かないのか？｝
山田「あとで聞いてやるから、早く家に帰ろうぜ。此処は危険だ。」
女「そうだな。一旦戻るか。」二人はワープして、山田の隠れ家２に戻った。隠れ家１は破壊されてしまっていた。さて、山田は聞いた。
「それ何の本なんだ？」
女「ある小説家が書いた小説だ。」
山田「見せてみろ。」山田は見てみた。「何書いているのか、よく理解できんな。」
女「そうだろう。お前の頭の程度が知れる。」
山田「なんて酷い事言うんだ。いきなり。」
女「え。しかし、私には理解出来るものを、お前が理解出来ないとかいうから。」
山田「じゃあ、どういう内容の本なのか説明してみろ。」
女「そうだなぁ・・・なんか、宇宙人がいて、宇宙人は、やたら強いって話だ。」
山田「なんだ。それだけの話か。」
女「それだけの話とか言うな。宇宙人は、文明レベルが別に高くなくて、剣で戦闘を行うんだぞ。」
山田「別に高く無いのかよ。SFでは無いのか。」
女「SFじゃないな。」
山田「パッとしないな・・・。」
女「理解出来なかったお前が言うな。」


さて、山田を追いかけていた、男と女がいた。男は言った。「もういなくなった。」
女は言った。「色々な探し方は考えられる。ただ、アイツラ探すよりも、他の連中を殺して回る方が時間の使い方として、有効的に思えるがな。」
男「ちょっとまて、すこし時間をくれ。高いところに登って、望遠鏡で見てみよう。」
女「ふむ。まず高いところを探さないとな。」目の前にビルがあった。二人はそこに登った。すると、誰かが、ビルに登ってきた、女だった。女は言った。
「捜し物は此処にいるではないか。」
男「誰だお前は？」
女「宇宙人だ。」
男「ああ・・・そういう事か。」
女「今回はお前を八つ裂きにする事にしよう。」さて、男の側の女は言った。
女「私は？」
女「お前もやっつける事にする。」
女「理由を聞いてもいいか？」
女「最近、看守という連中が、盛んに活動をしているらしい。彼ら彼女らは、理由もなく、相手を拘束して、収容所に入れてしまうそうだ。私も理由なく人を斬る事にする。というのは、私はまだ何故か、看守のブラックリストに、載ってないらしいんだ。かなり人斬りを繰り返して来たんだがね。私は神に愛されているらしい。なので、おぞましい殺人を繰り返す事にする。捕まらない以上肯定されていると捉えるべきだろう。」
女「そうか。」彼女は後ろに手を組みながら、屋上を歩いた。「ではお前は、看守とは無関係な犯罪者とみなしていいんだな？」
女「看守は自分たちを犯罪者とは、これっぽっちも思ってないぞ。警察と同一の組織だからな。」
女「私にとっては犯罪者かも知れないぞ。」
男「女、我々は多少看守とつながりがあるじゃないか。」
女「私は看守は嫌いだ。」
男「そうなのか。初めて知った。」
女「ちょっと待っていろ。今から武器を整える。」女は、武器のケースをおろしてから、武器をその中から取り出して、武器を組み立て始めた。そして、武器が完成した。武器は槍みたいな形状だった。女は、武器を男と女に向けた。男は言った。
「私が相手をする。お前は、リストに乗った人物を殺して回れ。」
女「了解。」女は戦場から脱出して、男の敵の女だけが残った。その女は、槍を男に向けて、突進してきた。男は、謎の動きで、その攻撃を避けた。二人は戦闘を続けた。


さて、山田と女は、山田の隠れ家２に戻ってきた。この隠れ家２は、元々は、別人の持ち物だった。山田の仲間の男は、此処にも住んでいない。彼は別の場所に住んでいる。その代わり此処には、山田の仲間の女が、二人住んでいる。さて、女の一人が、山田に言った。この女は、この家にもともと住んでいた女である。
「ところで、山田は、私の姉とどういう会談をしたんだ？」
山田「よく覚えてないです。」
女「嘘だ。」
山田「私の記憶力の無さを甘く見るな。そもそも、私には、あなたの姉と会って会談をしたかどうかすらわからない。」
女「駄目だなお前は。」
山田「諦めてくれ。」
女「では次に行く。」
山田「まだ何か詰問する事があるのか？」
女「ああ。お前が連れてきた女は一体誰だ？」
山田「彼女は任務で助ける事になっていた一人で、名前はｘｘという。」
女「ｘｘ。知らないな。」
山田「調べろよ。」
女「了解。ちょっと調べてくる。」彼女は出かけていった。で、戻ってきた。女は言った。「ああ。そういう任務があった事自体はわかった。」
山田「わかってくれて助かる。」
女「えーっと、つまりその女を住まわせなければいけないのは理解した。あとは・・・一体誰なの？」
女「そうだな。対立する派閥が、看守連中とつながりがあって、私は、それと対立する派閥というか、実際のところ集団に属していたんだ。ただそれだけだな。ちなみに戦闘能力は乏しい。」
女「何？ 看守とつながりがあるだって？」
女「私達の集団は看守とつながりはない。」
女「私達の組織は、看守とすこし繋がりがあるぞ。」
女「複雑だな。」
女「複雑でもなんでもないが、何故上層部は、お前を保護する事にしたんだろうか。謎だな・・・。」
山田「ところで、この女の組織と敵対していた、組織は、どうやら、看守とつながりがあるらしいが、その時出会った、男に関しては、調べがついている。」
女「そうか。お前の敵をお前で調べたか。」
山田「ああ。えーっと、名前は、ｘｘで、元々軍隊に所属していて、飛行機で飛ぶ仕事をしていたそうだ。」
女「他にはなんかないのか？」
山田「軍隊を辞めた理由というのが、戦争中に怪我をしたかららしい。」
女「では以前より弱くなっているんだな。」
山田「そうだろうけど、強かったけどね。確か。うるおぼえである。ところでこの男は、軍隊をやめてから、その、看守とつながりのある組織に入団しているそうだ。」さて、山田がそう女に話していると、その女の姉とかいう女が、家に入ってきた。彼女は言った。
「その男の事で話がある。」
山田「はぁ。」
女「その男は殺してくれ。」
山田「自分じゃ無理なので、誰か別の人にお願いして下さい。あるいはあなたが自分でやるとか。」
女「わかった。でも機会があったらそうしろ。」
山田「多分無理ですが、試しに今度遭遇した時には、殺そうとチャレンジしてみます。」
女「ところで、その男とは、実は私は知り合いなんだが、」
山田「そうなんですか。知り合いを殺していいんですか？」
女「よくわからんが、多分敵だから構わない。以前も殺し合った時に、彼が言っていた事だが、」
山田「よくわからないんですか。」
女「ああ。看守とつながりがある以外の事はよくわかっていない。でもこちらも看守とつながりがあるので、敵対する意味がわからないんだが、実際は敵対している。なので、殺すで構わない。ところで、その男は言っていた。看守に反乱を起こすために、ああそうだ、我々は異星人だったな。そこが問題なのか。山田お前は日本人らしいし、その男も多分日本人だが、私は宇宙人だからな。だから敵対するのかも知れない。ところで、その、看守とつながりのある、軍事組織は、地球人で構成されているらしいが、その組織は、看守の撲滅および、我々宇宙人の撲滅を意図しているらしい。」
山田「はぁ。」
女「そして調べてみたら、他にも、宇宙人の撲滅を意図した組織があるらしい。こちらは、看守ではなくて。名前は、ｘｘという。看守は、宇宙人を容認している。看守が容認しているという事は、日本政府自体は、宇宙人を容認しているという意味だ。」
山田「ナルホド。」
女「一方で、看守とつながりがありつつも、看守と宇宙人の両方の撲滅を意図している・・・おお、看守の撲滅を意図しているという事はつまり、日本政府に逆らう気だって事だが、それに加えて、宇宙人つまり、我々の撲滅を意図した組織があって、この組織ｘｘは、国際的な組織らしいんだ。」
山田「それは大変ですね。私は宇宙人じゃないので、あまり関係ないですが。」ところで、此処にいるメンバーには、宇宙人が多いが、そうじゃないのもいる。山田、女A、女Bがそうである。女Cと女Dは、宇宙人である。女ばっかだな。
女「お前宇宙人に加担しているんだから、処罰の対象になるんじゃないか？」
山田「そんな事はないです。もし捕まったら、仕方なく下働きしていたに過ぎないって言い訳言います。」
女「まあ、私たちが地球人ごときに負ける訳ないので、仮想上の事なので、おいておく。ただ、彼ら彼女らそのものは弱くても、その組織は、おもろい軍事兵器を作っているらしいんだ。」
山田「どんな軍事兵器ですか？」
女「核兵器。ではない。」
山田「そうですか。核兵器ぐらいどこの国でも持ってますものね。」
女「ロボットなんだ。」
山田「ロボットですか。」
女「ああ。人間と同じぐらいの大きさで、人間によく似たロボットなんだが、腕力がスゴイらしい。」
山田「へー・・・実用性はあるんですか？」
女「考えてみろ。人間と見た目同じで、そして、腕力だけ化け物なんだから、暗殺とかに使えるんじゃないか？」
山田「ナルホドー。」ところで、ドローンで、爆殺という戦法があるらしいが、人間と見た目同じで、腕力は化け物とかいう性能のロボットを、暗殺者として送りこめば、被害は最小限で済むね。爆撃してしまうと、どうしても無駄に被害が大きくなってしまう。
女「つまりだが、我々の主な、敵はとりあえず、今の話の流れでは、２つある。一つは、スゴイロボット作っている組織で、もう一つは、その元々軍人だった男が所属している組織だ。」
山田「ふむ。」
女「で、この２つの組織が、どの程度緊密に関係あるかというと、よくわからないんだ。一応、すこしは、武器が組織AからBに流れているらしいんだが、スゴイロボットを、組織Bはまだ使った試しは無い。多分。でも、そのロボットロボットと気づけ無いぐらいの見た目らしいが。」
山田「実は使われているかも知れないって意味ですか。」
女「そうだな。」
山田「他に何かありますか？」
女「そうだな。あなたが救出してきた女いるじゃないか。彼女の為の家は用意してあるから、彼女はそこに住まわせるように。」
山田「では案内しましょうか。」
女「そうか。」
女「ではこちらに来て下さい。」さて、宇宙人の女は、地球人の女を、山田と共に、その新しい家へと連れて行った、暫く道路を歩くと、その目的の家があった。さて、女は、女に、鍵を渡して、その家に入れた。女は女に言った。「どうでしょうか？」
女「なんというか、新築の臭い・・・つまり、ホルムアルデヒドの臭いがしますね。」
女「換気して下さい。」
女「そうする事にします。」
女「あとは特に何か無いですか？」
女「山田を警護につけたいな。私戦闘能力は皆無なんです。」
女「んー。あなたはさほど重要な人物ではないので、そこまでやらない方針なんだけどなぁ。」
女「それはショックな一言ですね。」
女「とりあえずおとなしくしていて下さい。」
女「仕方ないですね。」女は、水を出した。「水は出る。連絡はどうするんだ？」
女「此処に電話がある。」
女「通じるか確認する。というか連絡先教えてくれ。」
女「ｘｘだ。私の電話番号だ。」
女「メモする。」彼女はメモした。「それと、山田の連絡先も教えて貰おう。」
山田「○だ。」女はメモした。それから、山田と女は、新しい家から出てきた。そして、二人は、山田の家に戻った。女は言った。
「ではあとは特に用事はない。いやそうじゃない。妹に用がある。」
山田「まだ家にいるかな。」二人は、その姉の妹を探した。妹は外出中であった。姉は言った。
「なんだ。いなくなったか。ではお前にはもう用事はないので、帰る事にする。」
山田「はぁ。」すると、その女は立ち去っていこうとしたが、振り返っていった。
「私がこの家に来ても、妹は留守の事が多い。妹の行動パターンを調べてから、私に報告しろ。そうじゃないと、予定が合わなくて、会えない。」
山田「わかりました。善処します。」
女「善処しろよ。」
山田「はい。」さて、女は今度こそ、去っていった。山田は残った。さて、ある日、山田と女・・・この女は地球人の女である・・・は、別の家に住まわされる事になった、女の家に訪問した。山田と一緒に来た方の女は、ホストの女に言った。
「質問があります。」
「なんでしょうか？」
「あなたは、どういう組織に所属していたんですか？」
女「私達の組織は、軍事組織ではなかった。」
女「なかったんですか。」
女「ただ、農業するだけの組織だった。」
女「そうでしたか。」
女「だからビニールハウスを持っていたんだが、ビニールハウスの中には、暖房がついていた。そんな感じだな。」
女「では何故、軍事組織と対立していたんですか？」
女「理由はよくわからない。」
女「重要な点をわからないんですね。では私は、昼寝でもします。ベッド貸して下さい。」
女「いいけど、換気しておかないと、毒が回るよ。」
女「はい。」女は二階に上がっていった。さて、ホストの女と山田が残った。女は言った。
「ところで、お前は一時期、行方不明になったと聞いている。何やっていたんだ？」
山田「なんか、拉致されていた。」
女「それは大変だったな。」
山田「私の師匠は魔女なんだが、その魔女は私を拉致してから、監禁して、魔術を教えていた。」
女「へー。」
山田「おかげでワープとか出来るようになった。」
女「良かったじゃないか。」
山田「まあなんというか、森の中で牧歌的な状況で育ったから、全然良かったと思っている。」
女「そうか。」
山田「それよりさ、看守に収容所に閉じ込められてからは、本当に地獄だ。今も地獄は続いている。私の心臓は今看守に奪われて、収容所の中にある強化プラスチックの箱に詰められているんだ。」
女「お前２回行方不明になったんだな。」
山田「そういう事になるな。今も看守から逃亡する生活しているので、実質的には行方不明なんじゃないだろうか。」
女「そうか。それは大変だ。ところで山田は、宇宙人の元で働くのが、板についてきている様子だが、地球人の元に戻らないのか？」
山田「戻れないんだ。就労先が無いので。」
女「それは大変だな。」
山田「ところで、宇宙人の社会で暮らしていると、宇宙人は、自分たちは、地球人より、税金安くしているのがわかる。」
女「じゃあ地球人の社会に戻れよ。」
山田「こういう説がある。宇宙人は、看守と仲よくやっているが、一方で、私の事を看守に密告しないんだ。しかし、地球人の方は、宇宙人と違って、看守の権力にひれ伏しているから、私が失踪しているのがわかると、恐らくバラすだろう。だから、私は戻る事は出来ない。看守に捕まるからだ。」
女「そうか。つまり、看守に睨まれている以上、こちらに逃亡するしかないってのが、お前の選択肢なんだな。」
山田「そうだな。」山田の武器に関してだが、山田は、武器を、異空間に配置しておいて、それを、自由に取り出す事が出来る、武器の整備は、専門家にやって貰っている。山田は武器の整備をよく知らないからである。そんな山田でもよく使えるのは、刃物である。山田は、刃物を、刺突するものだとみなしている。何故なら、振り下ろす程の腕力が、山田には無いからである。さて、山田と女の話し合いが落ち着いた頃に、インターホンが押された。女が出てみると、ある女がいた。二人は面識はなかった。女は客の女に尋ねた。
「誰ですか？」女は答えた。
「新入りが来たというので、様子を見に来たんだ。入っていいか？」
女「あなたは誰なんですか？」さて、聞かれると女は名乗った。
「私は、ｘという名前で、ｘという身分だ。」
女「軍人なのか？」
女「そうだな。」
女「よくわからないけど、入れない訳にはいかないだろうなぁ・・・」
女「そうだな。別に忙しい訳じゃないが、余計な時間を取りたくないので、さっさと入れて欲しいところだ。」
女は、仕方ないので、扉を開いた。すると、その女が入ってきた。彼女は扉をしめて、鍵をかけた。そしたら、山田が彼女の目に入った。彼女は山田に言った。
「おや、山田じゃないか。」
山田「ああ。ｘさん。」二人は知り合いだった。女は言った。
「山田、私は、ある宇宙人を捕まえてきたよ。」
山田「それは何処にいるんですか？」
女「いや、もう収容所に放り込んだけど。」
山田「収容所か・・・・」
女「どうしたんだ？」
山田「あれ？ 宇宙人も収容所に入るんですか？」
女「そうらしいな。人間程は件数は多くは無いらしいが。」
山田「つまりですが、看守の下手人として、動いているんですか？」
女「そうだな。」
山田「あなた自身宇宙人ですが、人間ごときに、仲間がしてやられるのはどう思いますか？」
女「私がやられた訳じゃないので別に構わない。」
山田「なんて感覚だ。私には理解出来ないな。」
女「こう考えてみろ。私は権力志向なんだ。それに、私自身は神から愛されている。」
山田「よくわからないけどムカつく感覚ですね。」
女「そうか？ でも 私はお前の事密告しないでやっているぞ。」
山田「その点に関しては感謝します。」山田は綱渡りをやっている様に思える。


さて、女は言った。「ところで、近くに銭湯があるんだ。そこに行かないか？」
山田「いいですよ。」
女「私も行くんですか？」
女「そうだな。これはお前の義務だな。さしづめ。」
女「では行きます。」さて、３人は銭湯へ行こうとしたが、山田は言った。
「そういえばｘが、上で寝ているんだった。ほっといていいのか？」
女「ｘか。ｘも連れて行く事にしよう。」
女「あなたが決めるのか。」
女「ああ。私は偉いからな。」
女「はぁ・・・」さて、３人は、２階に上がって、ｘを起こした。そして、連れてきた。ｘは言った。
「風呂なんか入らなくていいだろう。」
女「確かにそうかも知れないけど、私女の裸見るの好きなんだよ。私の好みに合わせろ。」
女「それはまあ・・・随分はっきりといいますね。ところでさ、自分女なんだから、自分の裸鏡で見ればどうなんだい？」
女「それはちょっと違うんだよな。」
女「セーフティーラインを越えないって事か？」
女「そうだな。別に私は孤独を好んでいる訳ではないからな。」
女「ナルホド。まあ、最近風呂入ってなかったし、まあいいか。しかしちょっと時間が遅いな。もうすこし早く来てくれりゃ良かったのに。」
女「お前随分寝るの早いんだな。では雑談してないで、さっさと銭湯へ行こうか。」さて、えーっと、何人いるんだ？


・山田
・誘った女
・寝ていた女
・新入りの女


四人だな。さて、四人は大浴場へ行った。富士山がかいてあった。富士山じゃなくて、ただの火山だろうか。どっちかはわからないが、山がかいてあった。さて、この浴場では、なんというか、サウナもついていた。誘った女は、えーっと、ベッドに横になっていた。彼女は、一旦外に出てから、電話を入れた。「やあ、ｘ．今銭湯来ているんだ、お前も来いよ。」
女「銭湯？ ああ、ｘっていう名前の銭湯だな。そういや、山田とｘが見当たらないんだけど、もしかして、あんたが連れていったな？」
女「そうだよ。察しがいいじゃないか。」
女「もう遅い時間です。今日までには、二人とも返して下さいね。」
女「この銭湯は結構遅い時間までやっているんだ。明日までずれ込むかも知れないな。」
女「マジかよ・・・」
女「くればどうだ？」
女「いや、今日は一人で風呂に入りますが。」
女「そっか。来ないなら仕方ないな。」
女「質問があります、あなたは、ある程度偉い役職だから、小隊を持っています。一体どういう任務を請け負ったんですか？」
女「それが実はよくわからないんだ。」
女「嘘でしょう？」
女「目的は不明だ。ただ、殺せと依頼されている。誰を殺せと依頼されているかは、言う事は出来ない。そんな感じだな。」
女「はぁ。わかりました。ではこうしましょう。外で待っているので、風呂から上がってきて下さい。」女が、銭湯から出て待っていると、やがて、女がやってきた。彼女はいった。
「誰を殺せと依頼されているのか、言って下さい。」
女「だから言わないって言っているだろう。」
女「なんでですか？ やっぱり知らないのですか？」
女「言わない。」
女「私がわざわざ出てきたというのに、言わないとは。」
女「そんな事より風呂入ろうぜ。」
女「いや、入りません。私は他の人が出てくるのを待っています。」彼女は、銭湯の待合室で、待ち始めた。風呂に誘った女も、それに習った。女は言った。「ところで、お前は武器どんなの使っていたっけ？」
女「剣です。」
女「私も剣だ。というのは、整備が簡単だからだ。」
女「私も同じ理由です。拳銃とか整備とか取り扱いが難しくて、無理だ。」
女「ところでお前って強いの？」
女「弱いですよ。」
女「そうか。」そういう設定らしい。さて、一同が上がってきた。山田は自宅に戻った。山田は、夜一人で散歩した。すると、男に出会った。男は山田に言った。
「おや、山田じゃないか。」
山田「おや、男じゃないか。」
男「今日は家に帰りたくない気分というか、家までが遠いから、どっかに泊まろうと思っていたんだ。」
山田「そうか、私の家にでも泊まるか？」
男「いや、宿泊所は既に手配したんだ。」
山田「そうか。」
男「ところで、今日はあの女がいたね。」
山田「風呂場に来ていたのか？」
男「そうだ。そしたら、待合室のところにいたね。」
山田「そうか。」
男「よくわからんけど、彼女強そうに思えるんだよね、」
山田「そうか。私は剣で勝負しないから、よくわからないぞ。」
男「私はまだ彼女と対戦した事はない。対戦してみたいなぁ。」
山田「へー。」
男「実際に対戦してみないと、わからない事も多いからね。」
山田「ナルホド。」
男「でもそういうシチュエーションになかなかならないよね。」
山田「多分。」
男「そういえば山田は、新しく連れてきた・・・我々がこないだ救出した女と、知り合いじゃなかったっけか。」
山田「そうだっけか？」
男「あれ？ そういう話を聞いたんだけどな。」
山田「確かめてみる事にするか。」
男「そうしてみてくれ。」
山田「ああ。」
男「なんだ、昔なじみだというのなら、子供の頃の山田の話でも、聞き出そうかと思ったのに。」
山田「あまりソレに興味持たないで欲しいな。」
男「へー。なんで？」
山田「恥ずかしい子供時代だからだ。」
男「今だって山田は恥ずかしい存在だと思うけどな。」
山田「そうかな。」
男「ところで、明日は任務があるぞ。」
山田「そうらしいね。」
男「明日は、ある男？ か 女か、よくわからないけど、その性別不明の相手を探さなきゃいけない。」
山田「そうだったね。」
男「では私は、これから宿泊所に行く事にする。それではおやすみ。」
山田「おやすみ。」二人はわかれた。山田は家に戻った。山田が家に戻ると、女がいた。彼女は言った。
「おや、心配で探しに行こうと思っていたところだぞ。」
山田「それはすまない。ただ散歩していただけだ。」
女は答えた。「ところで、今日一人で寝たくない気分なんだ。一緒に寝よう。」
山田「暑苦しいから嫌なんだけどな。」
女「硬い事言うなよ。」
山田「明日忙しいんだ。寝不足になりたくない。」
女「山田はなんというか・・・四角四面だな。」
山田「寝る。」山田は自分のベッドに潜り込んだ。山田が寝ていると、女は山田のベッドに入ってきた。山田は言った。「暑い。」
女「アレだな、布団外せばいいじゃないか。」
山田「そうじゃなくて、この家結構豪華で、ベッドが複数用意されているんだから、あなたのベッドで寝ればいいじゃないか。」
女「夜一人で寝ろと？」
山田「いつもそうしているじゃないか。」ところで、この家に厄介になっているのは、当然山田であるが、この、山田と一緒に寝たがっている女も、あとから来た人である。実際の持ち主は、いま不在になっている、宇宙人の女である。
女「そういえば山田、別の家に移った女に、聞いておきたい事があります。」
山田「へー。何？」
女「此処では言いませんが。」
山田「なんでみんな何も言わないのさ。何も考えてないんじゃないだろうな。」
女「多分こういう質問になるでしょうね。」
山田「どんな質問だ？」
女「私は以前、あの組織で生活していました。しかし、対立する組織との抗争で、危険になってきたので、こちらに避難してきました。」
山田「ナルホド。」
女「つまりですが、私が逃げたあと、あの組織がどうなったかです。」
山田「解散したんじゃないの？」
女「確かに。ただ、彼女は残党なので、ま、山田よりは詳しいでしょう。」
山田「ナルホドね。ではおやすみ。」山田は寝始めた。


さて、一方で、残党の女は、ホルムアルデヒドがまだ漂っている家にいた。彼女は夜まだ寝ないでいた。さて、彼女は山田では無いので、食事に制限が設けられてなかった。食事に制限が加えられているのは、山田だけである。彼女は食べていた。彼女は食べてから、散歩に出かけた。そして歩いていると、誰かが声をかけてきた。女であった。女は言った。
「武器を取れ。」彼女は、剣を３本、投げてよこした。残党の女は、それをキャッチした。残党の女は言った。
「どういう意味だ？」
女「これから血煙が舞うんだよ。」さて、女は、残党の女に襲いかかった。ところで、この女は、ちょっと変わった武器を使う。どういう武器かは伏せておくが、ほとんど視認する事は出来ない。なので、残党の女は、いつの間にか切伏せられていた。


一方で、山田と一緒に寝たがっていた女は、山田を起こした。彼女は言った。「何か悪い予感がする。私の予測だと、べつの家にいる女の身に、何か起こった様な。」
山田「そうか。じゃあ行くか。私目が冴えて来て、暇だったんだよね。」二人は、残党の女の家に行ってみた。すると、道中で、残党の女は、怪しい武器を使う女に、やられていた。山田は感想を述べた。「ストリートファイターか。」
女「そうだ。私は敵を手にかける前に、ちゃんと武器を渡しておく性分だ。」さて、山田は、拳銃を取り出して発砲した。しかし、ストリートファイターの女は、銃弾を弾いた。山田は唖然とした。
「銃弾くとか普通じゃないだろう。」
女「防御だけではない。破壊力も抜群なんだ。」彼女は、建造物を破壊してしまった。山田は感想を述べた。
「おい、生きているか？」
女「まだギリギリ生きているけど痛い。」
山田「お前偉く頑丈な身体しているな。」
ストファ女「何冗談言っているんだ。手加減したに決まっているじゃないか。」
山田「そうなんだ。結構優しいね。」
ストファ「殺人罪にならない様に気を使っているんだ。」
山田「そうか。じゃあこれで試合終了だね。」
ストファ「しかし、相手が山田なら別だな。」
山田「そういう扱いするのやめて。」山田は、雑談が苦手であったが、今は雑談をして、殺されるまでの時間を稼がねばならない。話題が尽きた時に、救世主が現れた。何故か、以前の男と女が、此処にいた。この二人は、宇宙人の集団から、敵扱いされていたはずであるので、此処に現れるとは，一見思われなかったが、実際には出没していた。ストファは言った。
「おや新手が来たようだ。」
山田「私はやり合う気は無いからね。」
ストファ「どういう要件だ？」
男「要件があるから来たんだが、そう簡単に、お前に要件を漏らすと思うなよ。」
ストファ「誰に用事があるぐらい言ってみろ。」
男「これは例えばの話だが、我々は元来、その女・・・お前が今切伏せている女の命を狙うものだ。例えば、その女を殺しに来たとかだな。」
ストファ「そうか、別に止めはしないが、私が殺した様になってしまうじゃないか。私は間が悪いな。」
男「実際のところは、そっちの女を拉致しに来たんだ。」
女「私ですか？」
男「そうだ。」
女「お前は一体誰だ？」
男「お前を逃がす計画が始動した時、その計画の責任者だった女がいたが、覚えているか？」
女「ああ。覚えている。」
男「その女の兄だ。」
女「そうだったのか・・・。」
ストファ「ところで、お前らにとって残念な事に、お前らのいち味は、私は捕まえる事になっているんだ。標的を変更させて貰うぞ。」ストファ女は、男と女のセットに、襲いかかった、男は攻撃を弾いた。ストファ女は言った。「おや、随分頑丈だな。手加減したとはいえ。」さて、そのと、男と女の仲間が、４人来て、乱闘になった。その結果、男と女は、怪我した女と、山田の家に住んでいた女、二人を連れて、どっかに立ち去ってしまった。